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令
和
六
年
度
の
「
大
刀
剣
市
」
は
、

十
一
月
二
日
（
土
）・
三
日
（
日
、

文
化
の
日
）、
問
題
な
く
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
来
場
の
皆
さ

ま
や
出
展
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
私
自
身
、
今
年
は
出
店
を
見
合
わ

せ
、
実
行
委
員
だ
け
に
専
念
し
て
わ

か
っ
た
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
初
日
の
開
場
時
間
の
混
乱
は
五
年

度
の
よ
う
な
長
い
行
列
に
対
し
、
美

術
倶
楽
部
の
ら
せ
ん
階
段
で
対
策
さ

れ
、
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
不
満
を
口
に
す
る
来
場
者

も
い
て
、
完
璧
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
同
じ
来
場
者
が
三
階
の

受
付
で
も
大
声
で
不
満
を
述
べ
、
事

務
局
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
女
性
た
ち
も

苦
労
し
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
の
受
付

は
、
人
間
模
様
を
映
し
出
す
ス
ク

リ
ー
ン
の
よ
う
で
、
品
格
を
表
現
す

る
俳
優
さ
ん
た
ち
を
見
る
か
の
ご
と

く
で
し
た
。

　
通
過
す
る
度
に
半
券
を
出
す
の

は
当
然
の
こ
と
で
、
多
く
の
人
は

そ
う
し
て
く
れ
ま
す
が
、「
俺
の
顔

を
知
ら
ん
の
か
」「
俺
は
顔
パ
ス
だ
」

と
い
う
タ
イ
プ
も
確
実
に
い
ま
す
。

こ
の
エ
リ
ア
で
も
が
れ
た
チ
ケ
ッ
ト

の
数
は
直
ち
に
数
え
ら
れ
、
一
年
前

と
の
比
較
を
し
な
が
ら
の
作
業
な
の

で
つ
い
つ
い
「
顔
パ
ス
」
や
「
ナ
ゾ

の
臨
時
従
業
員
」
に
釈
然
と
し
な
い

思
い
を
持
つ
の
で
す
。

　
毎
年
い
ら
っ
し
ゃ
る
来
場
者
の
中

に
は
見
覚
え
の
あ
る
方
も
い
ま
す

が
、
確
実
に
年
齢
を
重
ね
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
実
は
そ
れ
は
、

常
に
顔
を
見
合
わ
せ
て
い
る
私
た
ち

組
合
員
も
同
じ
は
ず
で
す
。
三
日
間

を
二
日
間
に
変
え
た
の
は
、
こ
の
疲

労
対
策
の
部
分
も
あ
る
の
で
す
。

　
そ
れ
に
対
し
、
女
性
や
若
い
方
が

増
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
来

場
者
数
は
横
ば
い
か
、
弱
含
み
に
転

じ
て
い
ま
す
。
愛
好
家
の
高
齢
化
と

い
う
現
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
、
今
後

に
期
待
し
た
い
層
は
熟
し
て
い
な
い
。

こ
の
辺
に
大
刀
剣
市
の
、
ま
た
刀
剣

界
の
課
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
と
も
あ
れ
、
皆
さ
ん
、
二
日
間
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
最
後
に
断
言
し
ま
す
。
出
店
と
実

行
委
員
と
兼
業
で
参
加
す
る
よ
り
、

実
行
委
員
長
専
業
の
ほ
う
が
ず
っ
と

疲
れ
ま
す
。
何
せ
、
逃
げ
場
所
が
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
。（「
大
刀
剣
市
」実
行

委
員
長 

綱
取
譲
一
）

　「
大
刀
剣
市
」
は
開
催
日
の
約
一

年
半
前
よ
り
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
会
場
と
し
て
定
着
し
て
い
る
東
京

美
術
倶
楽
部
の
手
配
、
各
店
舗
の
設

営
日
と
撤
去
日
、
会
場
設
営
会
社
の

選
定
、
選
定
後
の
開
催
計
画
の
確
認

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
会
場
内
の
各
ブ
ー
ス
配
置
は
、
来

場
者
が
一
部
に
偏
ら
ず
、
会
場
全
体

を
回
遊
す
る
よ
う
な
動
線
を
念
頭
に

レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

地
震
・
火
災
な
ど
の
非
常
事
態
に
も

備
え
、
消
防
法
施
行
令
を
遵
守
し
て

通
路
幅
を
取
っ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら

な
る
安
全
を
考
慮
し
て
、
今
回
か
ら

通
路
幅
の
狭
い
部
分
に
面
す
る
出
店

者
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
十
分
な

通
路
幅
を
持
た
せ
る
た
め
、
出
店

ブ
ー
ス
を
移
動
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　
前
年
度
ま
で
の
改
善
点
な
ど
を
、

一
つ
一
つ
実
行
委
員
会
で
協
議
し
、

安
全
な
会
場
と
安
心
し
て
商
談
で
き

る
設
営
を
、
実
行
委
員
会
は
心
掛
け

て
い
ま
す
。
至
ら
ぬ
点
は
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
が
、
関
係
者
に
と
っ
て

共
通
の
目
標
と
な
っ
て
い
る
無
事
故

運
営
の
た
め
、
今
後
も
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
お
客
さ
ま
の
入
場
口
を

従
来
の
四
階
か
ら
三
階
へ
変
更
し
ま

し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
平
等
を
原

則
と
す
る
組
合
で
す
の
で
、
階
を
分

け
て
の
展
示
即
売
会
で
は
な
く
、
出

店
者
の
全
て
が
ワ
ン
フ
ロ
ア
で
営
業

で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
す

が
、
そ
う
も
言
っ
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
大
刀
剣
市
開
催
の
サ
ポ
ー
ト
を
お

願
い
し
ま
し
た
理
事
の
方
々
の
お
か

げ
も
あ
っ
て
、
大
き
な
混
乱
も
な

く
、
お
客
さ
ま
に
入
場
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
近
年
は
刀
剣
ブ
ー
ム
の
余
波
か
、

大
刀
剣
市
へ
の
取
材
申
し
込
み
も

徐
々
に
増
え
て
き
ま
し
た
。
今
回
は

テ
レ
ビ
取
材
の
申
し
込
み
も
あ
り
、

終
日
、
会
場
内
を
撮
影
し
て
い
ま
し

た
。

　
メ
デ
ィ
ア
へ
の
露
出
が
増
え
て
き

た
本
事
業
は
、
刀
剣
社
会
に
携
わ
る

方
々
の
職
業
的
地
位
の
向
上
に
も
関

わ
り
ま
す
。
日
本
刀
が
社
会
に
さ
ら

に
受
け
入
れ
ら
れ
る
た
め
に
も
、
出

店
者
の
皆
さ
ま
の
協
力
の
下
、
統
一

感
を
持
っ
た
会
場
設
営
が
大
事
な
要

素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
会
期
を
終
え
ま
す
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
ご
意
見
を
頂
戴
し
ま
す
。
今
年
は

共
通
し
て
「
商
品
の
搬
入
日
に
、
店

主
以
外
の
臨
時
の
外
国
人
店
員
が
他

店
の
陳
列
中
の
商
品
を
見
て
回
り
、

〝
商
談
〟
の
声
ま
で
か
け
る
の
で
、

陳
列
の
準
備
に
支
障
が
出
て
い
る
」

と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
案
は
、
実
行
委
員
会
よ
り

事
前
説
明
会
に
お
い
て
も
注
意
点
と

し
て
、
説
明
を
し
ま
し
た
が
、
商
品

の
搬
入
日
に
は
、
自
社
ブ
ー
ス
に
商

品
陳
列
が
終
了
し
ま
し
た
ら
、
速
や

か
に
退
館
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
後
も
実
行
委
員
会
は
、
出
店
者

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
安
全
で
安
心

し
て
ご
来
場
い
た
だ
け
る
大
刀
剣
市

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

（
設
営
責
任
者 

嶋
田
伸
夫
）

N
EW

S, TO
PICS, IN

FO
RM

ATIO
N

, O
PIN

IO
N

 &
 ED

ITO
RIAL

2025.1.15 No.71

大
刀
剣
市
２
０
２
４

開
催
の
教
訓
と
今
後
の
展
望

美
術
刀
剣
、
小
道
具
、
武
具
類
の

売
買
、
加
工
及
び
御
相
談
承
り
ま
す

大
阪
市
中
央
区
日
本
橋
二
–
七
–
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　○
六
–
六
六
三
一
–
二
二
一
○

Ｆ
Ａ
Ｘ

　○
六
–
六
六
四
四
–
五
四
六
四

刀
剣
古
美
術

三
峯
美
術
店

埼
玉
県
秩
父
市
野
坂
町
一
–
十
六
–
二

西
武
秩
父
駅
連
絡
通
路 

町
久
ビ
ル
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　○
四
九
四
–
二
三
–
三
○
六
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 町
田 

久
雄

土肥豊久・土肥富康

〒940-0088 新潟県長岡市柏町1-2-16
TEL 0258-33-8510
FAX 0258-33-8511

http://wakeidou.com/

刀剣・書画・骨董

連絡先 090-8845-2222

www.premi.co.jp

代表者　髙 島 吉 童

古名刀から現代刀、御刀のことならお任せください！

東京都北区滝野川７-16-６
TEL 03-5394-1118
FAX 03-5394-1116

〒104-0061 東京都中央区銀座６-７-16
　　　　　岩月ビル２階

㈱銀座泰文堂 　代表  川 島 貴 敏

TEL 03-3289-1366
FAX 03-3289-1367

http://www.taibundo.com

泰文堂
銀座日本刀ミュージアム古銭·

切
手·

刀
剣

　売
買

　評
価
鑑
定

㈱
城
南
堂
古
美
術
店

〒
１
５
３
–
０
０
５
１

東
京
都
目
黒
区
上
目
黒
四
–
三
一
–
一
○

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　○
三
–
三
七
一
○
–
六
七
七
六

　
　
　
　○
九
○
–
三
二
○
八
–
九
六
一
二

Ｆ
Ａ
Ｘ

　○
三
–
三
七
一
○
–
六
七
七
七

代
表田
中 

勝
憲

美術日本刀・鐔・小道具・甲冑

日本の伝統文化を彩る
JAPAN SWORD CO., LTD.

〒105-0001 東京都港区虎ノ門 3-8-1
TEL 03-3434-4321
FAX 03-3434-4324

伊波賢一 Ken-ichi Inami
㈱ 日 本 刀 剣

〒161-0033
東京都新宿区下落合3-17-33
TEL 03-3951-3312
FAX 03-3951-3615

http://www.iidakoendo.com

刀剣・小道具・甲冑武具

飯田高遠堂目白

代表取締役 飯 田 慶 雄

ア
オ
バ
企
画
㈱

〒
１
３
０
–
０
０
１
２

墨
田
区
大
平
四
–
一
九
–
二
–
一
三
○
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　○
三
–
三
六
二
二
–
二
二
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

　○
三
–
三
六
二
二
–
二
二
五
一

メ
ー
ル

　

aobakk@
pj8.so-net.ne.jp

高 

橋   

一

〒
５
２
９
–
１
３
１
５

滋
賀
県
愛
知
郡
愛
荘
町
沓
掛
80
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
７
４
９
–
４
２
–
２
７
３
６

携
帯

　０
９
０
–
３
１
６
２
–
７
６
４
１

http://w
w
w
.goushuya-nihontou.com

小
暮  

曻
一

店
主

日
本
刀
の

名
品
・
名
刀
を
販
売

美術日本刀・鐔・小道具・甲冑

日本の伝統文化を彩る
JAPAN SWORD CO., LTD.

〒105-0001 東京都港区虎ノ門 3-8-1
TEL 03-3434-4321
FAX 03-3434-4324

伊波賢一 Ken-ichi Inami
㈱ 日 本 刀 剣

〒161-0033
東京都新宿区下落合3-17-33
TEL 03-3951-3312
FAX 03-3951-3615

http://www.iidakoendo.com

刀剣・小道具・甲冑武具

飯田高遠堂目白

代表取締役 飯 田 慶 雄

ア
オ
バ
企
画
㈱

〒
１
３
０
–
０
０
１
２

墨
田
区
大
平
四
–
一
九
–
二
–
一
三
○
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　○
三
–
三
六
二
二
–
二
二
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

　○
三
–
三
六
二
二
–
二
二
五
一

メ
ー
ル

　

aobakk@
pj8.so-net.ne.jp

高 

橋   

一

〒
５
２
９
–
１
３
１
５

滋
賀
県
愛
知
郡
愛
荘
町
沓
掛
80
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
７
４
９
–
４
２
–
２
７
３
６

携
帯

　０
９
０
–
３
１
６
２
–
７
６
４
１

http://w
w
w
.goushuya-nihontou.com

小
暮  

曻
一

店
主

日
本
刀
の

名
品
・
名
刀
を
販
売

発　行　人　深 海  信 彦
発　行　所　全国刀剣商業協同組合�編集委員会

〒169−0072　東京都新宿区大久保 2 −18−10
　新宿スカイプラザ1302

TEL：03（3205）0601  FAX：03（3205）0089
https://www.toukenkumiai.com/

第71号編集担当　　　　赤荻　稔　　飯田 慶雄
伊波 賢一　大平 岳子　嶋田 伸夫　清水 儀孝　
生野　正　　新堀 孝道　瀬下　明　　土子 民夫　
綱取 譲一　土肥 豊久　服部 暁治　深海 信彦　
松本 義行　冥賀 吉也　持田 具宏　吉井 唯夫

撮影／冥賀明子

会
場
設
営
か
ら

「
大
刀
剣
市
」を
省
み
る



刀　剣　界令和7年1月15日発行 第71号

（3）

刀剣業界の情報紙である『刀剣界』では、記事を募集しています。ニュースや催事情報、イベント・リポート、ブック・レビュー、随筆・意見・感想など、何でも結構です。
写真も添えてください。組合員・賛助会員以外の方も歓迎です。ただし、採否は編集委員会に諮り、紙面の関係で編集させていただくことがあります。

 出　品　目　録 前期：～４月13日、後期：15日～

水
心
子
正
秀
没
後
二
〇
〇
年
記
念

江
戸
三
作︿
正
秀
・
直
胤
・
清
麿
﹀展

　
日
本
刀
の
歴
史
に
お
い
て
、
江
戸
時
代
中
期
頃
は
泰
平
の
世
が
続
い
た
た
め
に
武
器

と
し
て
の
需
要
が
減
り
、
日
本
刀
制
作
の
衰
退
期
に
入
り
ま
す
。
こ
の
時
代
は
他
の
時

代
に
比
べ
現
存
す
る
作
品
が
少
な
く
、名
だ
た
る
刀
工
も
少
数
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
衰
勢
の
時
期
を
経
て
安
永
年
代
（
一
七
七
二
〜
八
一
）
以
降
、
外
圧
の
影

響
な
ど
も
あ
っ
て
再
び
作
刀
の
活
況
を
呈
す
る
時
代
を
迎
え
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
日

本
刀
が
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
安
永
期
か
ら
幕
末
ま
で
作
ら
れ
た
も
の
を「
新
々
刀
」

と
呼
び
な
ら
わ
し
、そ
の
新
々
刀
の
祖
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
水す

い

心し
ん

子し

正ま
さ

秀ひ
で

で
す
。

正
秀
は
、
い
わ
ゆ
る
「
復
古
刀
」
論
を
提
唱
し
た
こ
と
に
よ
り
日
本
各
地
か
ら
一
〇
〇

名
に
も
の
ぼ
る
門
弟
が
集
ま
り
、指
導
書
で
あ
る
『
剣
工
秘
伝
志
』
や
『
刀
剣
実
用
論
』

な
ど
を
著
し
て
刀
工
達
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
本
年
は
水
心
子
正
秀
が
歿
し
て
か
ら
二
〇
〇
年
の
節
目
と
な
り
ま
す
。
正
秀
に
よ
っ

て
衰
退
期
か
ら
脱
し
た
鍛
刀
界
は
、
風
雲
急
を
告
げ
る
幕
末
の
状
勢
も
相
ま
っ
て
急
激

に
需
要
が
高
ま
り
、
優
れ
た
多
く
の
刀
匠
が
輩
出
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
江
戸
は
そ
の

中
心
地
で
、
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
正
秀
と
大た

い

慶け
い

直な
お

胤た
ね

、
そ
し
て
源

み
な
も
と
の

清き
よ

麿ま
ろ

の
三
名

工
で
す
。
彼
ら
は
江
戸
に
在
住
し
た
こ
と
か
ら
「
江
戸
三
作
」
と
総
称
さ
れ
、
そ
の
作

品
は
現
在
美
術
品
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
の
展
覧
会
で
は
正
秀
没

後
二
〇
〇
年
を
記
念
し
て
、
こ
れ
ら
三
作
の
作
品
を
取
り
集
め
ま
し
た
。
幕
末
の
名
刀

匠
達
に
よ
る
会
心
の
作
品
を
通
じ
て
、
時
代
背
景
や
単
な
る
武
器
で
は
な
い
そ
の
高
い

美
術
性
に
触
れ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
展
の
開
催
に
あ
た
り
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た

関
係
各
位
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

会
期
：
三
月
八
日（
土
）〜
五
月
十
一
日（
日
）

会
場
：
刀
剣
博
物
館

　
〒
１
３
０-

０
０
１
５
墨
田
区
横
網
一-

一
二-

九
　
☎
〇
三-

六
二
八
四-

一
〇
〇
〇

https://w
w
w
.touken.or.jp/m

useum
/

重
要
美
術
品（
長
野
県
宝
）
刀

　銘
為
窪
田
清
音
君
山
浦
環
源
清
麿
製
／
弘
化
丙
午
年
八
月
日

№ 期 指定 種別 銘 長さ

1 通 重刀 刀 於武州出羽住人五郎正秀
安永六年八月日 69.8

2 通 脇指 水心子正秀
天明六年八月日 51.8

3 通 刀
水心子正秀
出硎閃々光芒如花
二腰両腕一割若瓜

69.4

4 通 脇指 水心子正秀（花押）
寛政九年八月日 44.4

5 通 脇指
川部儀八郎藤原正秀（刻印）
寛政十一年八月日　正宗作大進房
彫圖

56.4

6 通 重刀 脇指
於東大城之下
水心子正日出造之
享和二年二月日

57.1

7 通 脇指
水心子正日出（花押）（刻印）
文化六年八月吉日　
応瀧澤儀兵衛好以冨士山之水淬刃

51.4

8 通 脇指 正秀（花押）（刻印）
文化八年二月日 38.9

9 通 刀 川部儀八郎藤原正秀（花押）（刻印）
文化九年八月日 応中村元忠需作 70

10 通 刀 水心子正秀（花押）（刻印）
文化十一年二月日 71

11 通 重刀 刀
水心子正秀（花押）
文化十二年峩在乙亥二月吉日造
百錬精剛浄掃妖気（刻印）

71.1

12 通 刀

川部儀八郎藤原正秀（花押）（刻印）
文化十二乙亥二月吉日
余之於石井氏交情日旧而石井氏之
於刀剣耆好誠厚矣於是乎鍛以贈之

69.7

13 通 刀 水心子正秀（花押）（刻印）
文化十二年八月日 69.7

14 通 重刀 大小

刀　　 六十八翁水心子正秀淬刃
（刻印）

　　　文化十四年八月日
　　　水寒子貞秀鍛之
脇指　六十八翁正秀渡焼刃（刻印）
　　　文化十四年八月日
　　　水寒子貞秀鍛之

大 70.9
小 45.2

15 通 大小

刀　　水心子正秀（花押）（刻印）
　　　文政元年八月日
脇指　水心子正秀（刻印）
　　　文化十五年二月日

大 68.5
小 43.6

16 通 刀 七十二翁 天秀（刻印）
文政三年八月日 69.8

17 通

小刀 （刀身銘） 文化六年八月日 
水神士正日天作

小刀 （刀身銘）寿 文政五七十三翁 天秀
小刀 （刀身銘）壽 七十三翁 天秀
小刀 （刀身銘）寿 七十三翁 天秀
小刀 （刀身銘）水心子正秀　
小刀 （刀身銘）水心子正秀
小刀 （刀身銘）水心子正秀
小刀 （刀身銘）水心子正秀

№ 期 指定 種別 銘 長さ

18 前 脇指 大慶直胤
於東都神田作之 46

19 前 刀 （三日月文）大慶荘司直胤（花押）
文化八年仲秋 67

20 後 大小 大慶庄司直胤（花押）
文化十年仲春応堀口光重需作之

大 69.1
小 46.1

21 後 重刀 刀
出羽国大慶庄司直胤（花押）
文化十一年仲春
腰車土壇払 太田良蔵試之

70.7

22 前 重美 刀
出羽国大慶庄司直胤（花押）
文化十二乙亥年仲秋応
杉原軍記正包望造之

69.4

23 後 特重 刀

出羽国住人大慶庄司直胤（花押）
彫よしたね
野も山も照さぬ月はなけれども
海にやふかく陰やどるらん

72.7

24 前 刀 荘司筑前大掾大慶藤直胤（花押）
文政四年五月日 70.8

25 前 脇指 荘司筑前大掾大慶直胤（花押）
文政十三年仲秋 53.9

26 後 重刀 脇指
荘司筑前大掾大慶直胤（花押）
文政十三年仲秋
彫よした祢

47.6

27 後 重刀 刀 荘司筑前大掾大慶藤直胤（花押）
天保二年仲春 69.7

28 前 重刀 刀 造大慶直胤（花押）
於久居 天保三壬辰年五月日 71.4

29 後 重刀 刀 造大慶直胤（花押）
天保四年仲春 71

30 後 重美 刀 造大慶直胤（花押）
天保五年仲春 71.2

31 前 薙刀 五拾本内大慶直胤（花押）
天保五年仲春　一 70.3

32 通 短刀 藤直胤（花押）
天保五年春二月日　彫よした祢 24.1

33 前 重刀 大小 造大慶直胤（花押）
天保七年仲春

大 72.2
小 51.2

34 後 脇指 造大慶直胤（花押）
天保七年仲春 51.1

35 前 重刀 刀 造大慶直胤（花押）
天保七年十一月吉日（刻印･シナノ） 71.8

36 後 刀
六十五翁　荘司筑前大掾藤直胤

（花押）
天保十四年二月日　

80.9

37 前 重美 刀
七十翁 藤直胤（花押）
弘化五申ノ二月日依　太政殿下台
命所造之御太刀副作也（刻印・都）

71.2

38 通 脇指 （刀身銘）　 安政三年二月日　
大慶作 34.2

39 後 刀
安政二二年正月吉日　水心子正次

（花押）
八十一翁 美濃介直胤（花押）

70.2

40 通 小刀
（刀身銘） 文化七年十二月三日 

筑州士正滿依来好望 
大慶直胤作

№ 期 指定 種別 銘 長さ

40 通

小刀 （刀身銘）天保六乙未年二月 直胤
小刀 （刀身銘）七十九翁 美濃介直胤
小刀 （刀身銘）八十翁 美濃介直胤
小刀 （刀身銘）直胤 義胤
小刀 （刀身銘）造大慶直胤
小刀 （刀身銘）荘司筑前大掾直胤作
小刀 （刀身銘）荘司筑前大掾大慶直胤
小刀 （刀身銘）荘司筑前大掾大慶直胤作

41 通 鑿 （刀身銘）直胤作　天保丙申

42 前 脇指
天然子完利 二十七歳造之
一貫斎正行 十八歳造之
文政十三年四月日

42.3

43 後 短刀 山浦内蔵助源秀寿
天保五年仲冬 為保士龍氏作之 29.8

44 前 重刀 短刀 源秀寿
天保五年仲冬 為濤斎主人作之 22.9

45 後 大小

刀　　 山浦環正行造之　
為張助太郎至治

　　　天保十二年八月吉日
脇指　 山浦環正行造之　

為張助太郎至治
　　　天保十二年八月日

大 81.8
小 50

46 前 重刀 刀 源正行
天保十五年八月日 84.5

47 後 重刀 刀 源正行
天保十五年八月日 81.3

48 前 重美
（長野県宝） 刀 為窪田清音君 山浦環源清麿製

弘化丙午年八月日 80

49 後 重刀
（長野県宝）短刀

源清麿
弘化丁未年二月日
依鳥居正意好造之

28

50 前 短刀 清麿
弘化丁未年八月日 28.8

51 後 重刀 脇指 清麿
弘化五年二月日 46.2

52 前 特重 大小 源清麿
嘉永元年八月日

大 68.4
小 48.2

53 後 重刀
（長野県宝） 刀 源清麿

嘉永二年八月日 71

54 前 重刀 刀 源清麿
嘉永三年二月日 76.4

55 後 脇指 源清麿
嘉永三年二月日 51.2

56 後 重刀 刀
源清麿
嘉永三年八月日
為山本重厚

85.2

57 前 重刀 薙刀
源清麿
嘉永三年八月日
為岡田善伯君造之

49.1

58 前 重刀 刀 源清麿
中嶋兼足佩刀 77.3

59 前 重刀 脇指 源清麿
嘉永五年二月日 31.3

60 後 重刀 短刀 清麿 29.4
61 通 小刀 （刀身銘）山浦正行製 12
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茨
城
県
で
刀
剣
・
甲
胄
を
中
心
と
し

た
古
美
術
店
を
営
ん
で
お
り
ま
す
、
常

陸
美
術
の
川
口
と
申
し
ま
す
。

　
こ
の
度
「
大
刀
剣
市
」
に
初
出
店
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
賑
わ
い
、
熱
気
に
包

ま
れ
る
会
場
の
雰
囲
気
に
圧
倒
さ
れ
、

ま
ご
つ
い
て
い
る
う
ち
に
二
日
間
が
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

　
何
分
、
組
合
に
入
り
ま
し
て
か
ら
の

経
験
も
浅
く
、
先
輩
方
の
お
力
を
借
り

つ
つ
見
よ
う
見
ま
ね
で
の
陳
列
、
接
客

で
、あ
っ
と
い
う
間
の
二
日
間
で
し
た
。

　
一
日
目
は
あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か

わ
ら
ず
、全
国
か
ら
多
く
の
お
客
さ
ま
、

海
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
き
、
お
客
さ
ま
を
お
待
た
せ
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
反
省
し

改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
二
日
目
は
少
し
落
ち
着
き
、
た
く
さ

ん
の
方
と
交
流
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
お

客
さ
ま
よ
り
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
も

多
々
あ
り
、
あ
り
が
た
い
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
お
客
さ
ま
が
私
の
仕
入
れ
た
商
品
を

選
び
、
購
入
し
て
い
た
だ
き
、
喜
ん
で

持
っ
て
帰
ら
れ
る
姿
を
見
て
、
今
後
も

商
品
選
び
に
自
信
を
持
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　
仕
入
れ
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
接
客
と

大
変
な
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、
と
て

も
良
い
体
験
が
で
き
た
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　
至
ら
ぬ
こ
と
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
初
出
店
を
心
配
し
て
何
度
も
当

店
の
ブ
ー
ス
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
綱
取

常
務
理
事
、
開
場
前
に
励
ま
し
に
来
て

く
だ
さ
っ
た
深
海
理
事
長
に
心
か
ら
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　
大
刀
剣
市
の
関
係
者
さ
ま
、
関
わ
っ

て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
々
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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小
暮  

曻
一

店
主

日
本
刀
の

名
品
・
名
刀
を
販
売

　
こ
の
度
は
念
願
の
「
大
刀
剣
市
」
に

出
店
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
当
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、八
ヶ
岳
南
麓
で
、

日
本
・
中
国
・
韓
国
の
古
美
術
を
扱
っ

て
い
ま
し
て
、
特
に
刀
装
具
や
武
具
、

そ
の
中
で
も
肥
後
金
工
の
作
品
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
普
段
は
オ
ン
ラ
イ
ン

や
来
店
予
約
制
で
、
お
客
さ
ま
に
対
応

し
て
い
ま
す
。

　
名
店
揃
い
の
大
刀
剣
市
で
、
し
か
も

広
い
ス
ペ
ー
ス
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、

ま
ず
は
当
店
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
肥
後
鐔
を
あ
し
ら
っ
た
の
れ
ん

4

4

4

な
ど
を
作
り
、
店
頭
の
デ
ザ
イ
ン
に
力

を
入
れ
ま
し
た
。

　
初
出
店
で
す
の
で
、
ご
来
場
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
新
鮮
な
驚
き
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
刀
装

具
は
各
時
代
と
流
派
に
分
け
て
な
る
べ

く
多
く
を
展
示
し
ま
し
た
。

　
笹
野
大
行
先
生
の
『
透
鐔
』
は
私
の

バ
イ
ブ
ル
で
、
尾
張
鐔
を
初
め
て
商
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
今
が
あ
り
、

素
敵
な
ご
縁
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
透

鐔
は
「
武
士
道
の
美
学
」
の
象
徴
で
す

の
で
、
透
鐔
は
全
種
類
、
古
美
濃
、
古

金
工
、
信
家
や
肥
後
金
工
な
ど
の
作
品

を
約
一
二
〇
点
、
後
藤
家
と
町
彫
金
工

の
作
品
を
約
四
〇
点
、
そ
の
他
刀
剣
、

拵
、刀
掛
け
や
甲
冑
も
展
示
し
ま
し
た
。

　
平
田
・
志
水
・
西
垣
・
林
・
神
吉
各

代
の
作
品
の
魅
力
が
伝
わ
れ
ば
い
い
と

思
い
、
特
に
肥
後
金
工
の
作
品
を
選
ん

で
冊
子
に
し
、
お
客
さ
ま
に
お
配
り
し

ま
し
た
。

　
欧
米
の
愛
好
家
の
友
人
か
ら
、「
身

長
の
高
い
自
分
た
ち
は
、
し
ゃ
が
む
こ

と
が
困
難
で
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
展
示

さ
れ
て
い
る
刀
装
具
は
天
面
し
か
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
話
を
参
考

に
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
を
利
用
し
て
、
そ

の
上
に
設
置
で
き
る
よ
う
な
、
傾
斜
を

付
け
た
展
示
ケ
ー
ス
を
特
別
に
デ
ザ
イ

ン
し
ま
し
た
。

　
重
量
に
つ
い
て
も
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス

の
メ
ー
カ
ー
に
取
材
を
し
て
強
度
的
に

も
許
さ
れ
る
範
囲
の
も
の
を
設
計
し
ま

し
た
。
ま
た
、盗
難
防
止
対
策
と
し
て
、

強
度
の
あ
る
ア
ク
リ
ル
板
も
取
り
付
け

ま
し
た
。

　「
す
ご
い
ね
！
　
見
や
す
い
！
」
と

好
評
で
、
安
心
し
ま
し
た
。

　
海
外
か
ら
の
お
客
さ
ま
も
、
こ
の
盛

大
な
二
日
間
を
一
年
前
か
ら
心
待
ち
に

さ
れ
て
い
ま
し
た
し
、
会
期
後
も
「
来

年
も
行
き
た
い
」
と
い
っ
た
連
絡
も
頂

き
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ご
多
忙
の
中
、
素
晴
ら
し
い
大

刀
剣
市
の
準
備
を
し
て
く
だ
さ
り
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心

か
ら
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
刀
剣
・
刀
装
具
界
の
さ
ら
な
る
発
展

に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
、
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
世
界
中
の
刀
剣
フ
ァ
ン
に
認
知
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
「
大
刀
剣
市
」
で
す

が
、
三
十
年
以
上
同
じ
ス
タ
イ
ル
で
開

催
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
、
実
は
時

の
流
れ
に
対
応
し
て
、
い
ろ
い
ろ
変
化

し
て
い
ま
す
。

　
始
ま
り
は
、
産
経
新
聞
社
の
広
い
会

議
室
の
よ
う
な
と
こ
ろ
。「
刀
剣
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
い
う
名
称
で
、
二
十

二
店
舗
で
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　
入
場
無
料
で
、
デ
パ
地
下
の
よ
う
な

の
れ
ん
会
方
式
。
前
方
の
ガ
ラ
ス
ケ
ー

ス
に
背
後
に
ひ
な
壇
の
展
示
ス
タ
イ
ル

は
、
当
初
か
ら
三
十
年
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
ね
。

　
四
回
目
か
ら
は
、
天
井
の
高
い
開
放

感
の
あ
る
サ
ン
ケ
イ
ホ
ー
ル
で
の
開
催

で
す
。
当
時
は
有
名
な
ホ
ー
ル
で
し
た

が
、店
舗
ご
と
の
間
仕
切
り
の
た
め
か
、

そ
れ
ほ
ど
広
く
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
各
職
方
に
実
演
も
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
同
じ
フ
ロ
ア
に
レ
ス
ト
ラ
ン
も

あ
り
ま
し
た
。

　
た
ま
た
ま
サ
ン
ケ
イ
ホ
ー
ル
が
建
て

替
え
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ホ
ー
ル
で

は
二
回
開
催
し
た
だ
け
で
、
第
六
回
か

ら
は
東
京
美
術
倶
楽
部
へ
。
大
手
町
か

ら
新
橋
へ
と
大
移
動
で
す
。

　
名
称
も
「
刀
剣
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

か
ら
「
大
刀
剣
市
」
に
変
わ
り
、
実
行

委
員
会
も
い
ろ
い
ろ
と
趣
向
を
凝
ら

し
、
カ
タ
ロ
グ
の
復
活
発
行
、
大
河
ド

ラ
マ
に
沿
っ
た
刀
の
特
別
展
示
、
刀
匠

ら
に
よ
る
銘
切
り
、
居
合
・
試
斬
の
実

演
、
災
害
義
援
金
募
集
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー･

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
と
り
わ
け
現
代
刀
・

新
作
刀
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
に
は
力
を
入

れ
ま
し
た
。

　
初
期
の
頃
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
「
出

店
業
者
間
相
互
取
引
」と
い
う
制
度
は
、

交
換
会
の
よ
う
に
組
合
が
立
替
払
い
を

す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
か
な
り
の
取
引

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
多
忙
な
最
終

日
に
事
務
局
が
小
切
手
発
行
の
煩
雑
さ

に
追
わ
れ
る
た
め
、
し
ば
ら
く
し
て
取

り
止
め
に
な
り
ま
し
た
。

　
第
十
回
の
開
催
頃
か
ら
、
当
時
の
テ

レ
ビ
の
人
気
番
組
に
あ
や
か
っ
て
「
我

が
家
の
お
宝
鑑
定
会
」
と
称
し
、
現
在

の
休
憩
コ
ー
ナ
ー
の
広
さ
ほ
ど
の
会
場

で
、
大
勢
の
お
客
さ
ま
を
前
に
鑑
定
評

価
を
大
々
的
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
い
ろ
い
ろ
不
都
合
な
こ
と
も

あ
っ
て
、
次
第
に
規
模
を
縮
小
し
、
数

年
前
か
ら
休
止
中
で
す
。

　
特
に
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
は
三
回

目
の
産
経
新
聞
社
で
の
開
催
で
す
。
こ

の
時
だ
け
は
、
会
場
設
営
が
全
く
違
い

ま
し
た
。

　
現
在
の
よ
う
に
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で

仕
切
ら
ず
、
広
い
会
議
室
の
真
ん
中
を

低
い
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
で
囲
い
、
デ
パ
ー

ト
の
宝
石
セ
ー
ル
の
よ
う
に
店
舗
を
配

置
し
て
、
壁
側
の
店
舗
と
向
か
い
合
わ

せ
ま
す
。入
場
し
た
お
客
さ
ま
は
、ぱ
っ

と
全
体
が
見
渡
せ
ま
し
た
。

　
視
界
を
さ
え
ぎ
る
も
の
が
な
い
の

で
、
お
客
さ
ん
で
賑
わ
っ
て
い
る
店
、

椅
子
に
座
っ
て
所
在
な
い
感
じ
の
店

主
、
出
店
業
者
間
相
互
取
引
を
ま
さ
に

実
行
し
て
い
る
様
子
な
ど
を
、
自
分
の

店
が
暇
な
時
に
遠
く
か
ら
眺
め
て
い
ま

し
た
。

　
な
ぜ
こ
の
時
だ
け
、
こ
の
よ
う
な
会

場
設
営
に
な
っ
た
か
を
、
当
時
の
実
行

委
員
会
に
聞
い
て
み
た
い
で
す
ね
。

　
初
回
よ
り
三
十
六
周
年
を
経
て
激

変
し
た
こ
と
を
挙
げ
る
と
す
る
と
、

私
見
で
す
が
、
出
店
舗
の
激
増
と
い

う
肥
大
化
、
来
場
者
の
う
ち
の
外
国

人
・
女
性
愛
好
家
の
比
率
が
急
激
に

高
ま
っ
た
こ
と
、そ
れ
と
も
う
一
つ
、

初
日
の
オ
ー
プ
ン
前
の
セ
レ
モ
ニ
ー

が
簡
素
化
し
て
き
た
こ
と
で
す
。
呼

び
方
も
「
朝
礼
」 

に
な
り
ま
し
た
。

　
初
期
の
頃
は
、
開
会
の
辞
、
来
賓

の
挨
拶
、
表
彰
式
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

な
ど
、
開
店
準
備
に
慌
た
だ
し
い
中

で
も
三
十
分
か
け
て
行
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。

　
近
年
か
ら
出
店
さ
れ
た
組
合
員
の

方
に
と
っ
て
は
、
こ
の
大
刀
剣
市
と

い
う 

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
が
、
産
経

新
聞
社
の
会
議
室
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

と
聞
く
と
、
き
っ
と
驚
か
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

 

（
服
部
暁
治
）

撮影／冥賀明子

学
び
多
か
っ
た
初
出
店

川
口

　博（
常
陸
美
術
）

大
刀
剣
市
を
終
え
て

モ
リ
ー
ナ
令（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
陽
々
）

「
大
刀
剣
市
」36
回
の
思
い
出
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 出　品　目　録 前期：～４月13日、後期：15日～

水
心
子
正
秀
没
後
二
〇
〇
年
記
念

江
戸
三
作︿
正
秀
・
直
胤
・
清
麿
﹀展

　
日
本
刀
の
歴
史
に
お
い
て
、
江
戸
時
代
中
期
頃
は
泰
平
の
世
が
続
い
た
た
め
に
武
器

と
し
て
の
需
要
が
減
り
、
日
本
刀
制
作
の
衰
退
期
に
入
り
ま
す
。
こ
の
時
代
は
他
の
時

代
に
比
べ
現
存
す
る
作
品
が
少
な
く
、名
だ
た
る
刀
工
も
少
数
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
衰
勢
の
時
期
を
経
て
安
永
年
代
（
一
七
七
二
〜
八
一
）
以
降
、
外
圧
の
影

響
な
ど
も
あ
っ
て
再
び
作
刀
の
活
況
を
呈
す
る
時
代
を
迎
え
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
日

本
刀
が
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
安
永
期
か
ら
幕
末
ま
で
作
ら
れ
た
も
の
を「
新
々
刀
」

と
呼
び
な
ら
わ
し
、そ
の
新
々
刀
の
祖
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
水す

い

心し
ん

子し

正ま
さ

秀ひ
で

で
す
。

正
秀
は
、
い
わ
ゆ
る
「
復
古
刀
」
論
を
提
唱
し
た
こ
と
に
よ
り
日
本
各
地
か
ら
一
〇
〇

名
に
も
の
ぼ
る
門
弟
が
集
ま
り
、指
導
書
で
あ
る
『
剣
工
秘
伝
志
』
や
『
刀
剣
実
用
論
』

な
ど
を
著
し
て
刀
工
達
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
本
年
は
水
心
子
正
秀
が
歿
し
て
か
ら
二
〇
〇
年
の
節
目
と
な
り
ま
す
。
正
秀
に
よ
っ

て
衰
退
期
か
ら
脱
し
た
鍛
刀
界
は
、
風
雲
急
を
告
げ
る
幕
末
の
状
勢
も
相
ま
っ
て
急
激

に
需
要
が
高
ま
り
、
優
れ
た
多
く
の
刀
匠
が
輩
出
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
江
戸
は
そ
の

中
心
地
で
、
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
正
秀
と
大た

い

慶け
い

直な
お

胤た
ね

、
そ
し
て
源

み
な
も
と
の

清き
よ

麿ま
ろ

の
三
名

工
で
す
。
彼
ら
は
江
戸
に
在
住
し
た
こ
と
か
ら
「
江
戸
三
作
」
と
総
称
さ
れ
、
そ
の
作

品
は
現
在
美
術
品
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
の
展
覧
会
で
は
正
秀
没

後
二
〇
〇
年
を
記
念
し
て
、
こ
れ
ら
三
作
の
作
品
を
取
り
集
め
ま
し
た
。
幕
末
の
名
刀

匠
達
に
よ
る
会
心
の
作
品
を
通
じ
て
、
時
代
背
景
や
単
な
る
武
器
で
は
な
い
そ
の
高
い

美
術
性
に
触
れ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
展
の
開
催
に
あ
た
り
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た

関
係
各
位
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

会
期
：
三
月
八
日（
土
）〜
五
月
十
一
日（
日
）

会
場
：
刀
剣
博
物
館

　
〒
１
３
０-

０
０
１
５
墨
田
区
横
網
一-

一
二-

九
　
☎
〇
三-

六
二
八
四-

一
〇
〇
〇

https://w
w
w
.touken.or.jp/m

useum
/

重
要
美
術
品（
長
野
県
宝
）
刀

　銘
為
窪
田
清
音
君
山
浦
環
源
清
麿
製
／
弘
化
丙
午
年
八
月
日

№ 期 指定 種別 銘 長さ

1 通 重刀 刀 於武州出羽住人五郎正秀
安永六年八月日 69.8

2 通 脇指 水心子正秀
天明六年八月日 51.8

3 通 刀
水心子正秀
出硎閃々光芒如花
二腰両腕一割若瓜

69.4

4 通 脇指 水心子正秀（花押）
寛政九年八月日 44.4

5 通 脇指
川部儀八郎藤原正秀（刻印）
寛政十一年八月日　正宗作大進房
彫圖

56.4

6 通 重刀 脇指
於東大城之下
水心子正日出造之
享和二年二月日

57.1

7 通 脇指
水心子正日出（花押）（刻印）
文化六年八月吉日　
応瀧澤儀兵衛好以冨士山之水淬刃

51.4

8 通 脇指 正秀（花押）（刻印）
文化八年二月日 38.9

9 通 刀 川部儀八郎藤原正秀（花押）（刻印）
文化九年八月日 応中村元忠需作 70

10 通 刀 水心子正秀（花押）（刻印）
文化十一年二月日 71

11 通 重刀 刀
水心子正秀（花押）
文化十二年峩在乙亥二月吉日造
百錬精剛浄掃妖気（刻印）

71.1

12 通 刀

川部儀八郎藤原正秀（花押）（刻印）
文化十二乙亥二月吉日
余之於石井氏交情日旧而石井氏之
於刀剣耆好誠厚矣於是乎鍛以贈之

69.7

13 通 刀 水心子正秀（花押）（刻印）
文化十二年八月日 69.7

14 通 重刀 大小

刀　　 六十八翁水心子正秀淬刃
（刻印）

　　　文化十四年八月日
　　　水寒子貞秀鍛之
脇指　六十八翁正秀渡焼刃（刻印）
　　　文化十四年八月日
　　　水寒子貞秀鍛之

大 70.9
小 45.2

15 通 大小

刀　　水心子正秀（花押）（刻印）
　　　文政元年八月日
脇指　水心子正秀（刻印）
　　　文化十五年二月日

大 68.5
小 43.6

16 通 刀 七十二翁 天秀（刻印）
文政三年八月日 69.8

17 通

小刀 （刀身銘） 文化六年八月日 
水神士正日天作

小刀 （刀身銘）寿 文政五七十三翁 天秀
小刀 （刀身銘）壽 七十三翁 天秀
小刀 （刀身銘）寿 七十三翁 天秀
小刀 （刀身銘）水心子正秀　
小刀 （刀身銘）水心子正秀
小刀 （刀身銘）水心子正秀
小刀 （刀身銘）水心子正秀

№ 期 指定 種別 銘 長さ

18 前 脇指 大慶直胤
於東都神田作之 46

19 前 刀 （三日月文）大慶荘司直胤（花押）
文化八年仲秋 67

20 後 大小 大慶庄司直胤（花押）
文化十年仲春応堀口光重需作之

大 69.1
小 46.1

21 後 重刀 刀
出羽国大慶庄司直胤（花押）
文化十一年仲春
腰車土壇払 太田良蔵試之

70.7

22 前 重美 刀
出羽国大慶庄司直胤（花押）
文化十二乙亥年仲秋応
杉原軍記正包望造之

69.4

23 後 特重 刀

出羽国住人大慶庄司直胤（花押）
彫よしたね
野も山も照さぬ月はなけれども
海にやふかく陰やどるらん

72.7

24 前 刀 荘司筑前大掾大慶藤直胤（花押）
文政四年五月日 70.8

25 前 脇指 荘司筑前大掾大慶直胤（花押）
文政十三年仲秋 53.9

26 後 重刀 脇指
荘司筑前大掾大慶直胤（花押）
文政十三年仲秋
彫よした祢

47.6

27 後 重刀 刀 荘司筑前大掾大慶藤直胤（花押）
天保二年仲春 69.7

28 前 重刀 刀 造大慶直胤（花押）
於久居 天保三壬辰年五月日 71.4

29 後 重刀 刀 造大慶直胤（花押）
天保四年仲春 71

30 後 重美 刀 造大慶直胤（花押）
天保五年仲春 71.2

31 前 薙刀 五拾本内大慶直胤（花押）
天保五年仲春　一 70.3

32 通 短刀 藤直胤（花押）
天保五年春二月日　彫よした祢 24.1

33 前 重刀 大小 造大慶直胤（花押）
天保七年仲春

大 72.2
小 51.2

34 後 脇指 造大慶直胤（花押）
天保七年仲春 51.1

35 前 重刀 刀 造大慶直胤（花押）
天保七年十一月吉日（刻印･シナノ） 71.8

36 後 刀
六十五翁　荘司筑前大掾藤直胤

（花押）
天保十四年二月日　

80.9

37 前 重美 刀
七十翁 藤直胤（花押）
弘化五申ノ二月日依　太政殿下台
命所造之御太刀副作也（刻印・都）

71.2

38 通 脇指 （刀身銘）　 安政三年二月日　
大慶作 34.2

39 後 刀
安政二二年正月吉日　水心子正次

（花押）
八十一翁 美濃介直胤（花押）

70.2

40 通 小刀
（刀身銘） 文化七年十二月三日 

筑州士正滿依来好望 
大慶直胤作

№ 期 指定 種別 銘 長さ

40 通

小刀 （刀身銘）天保六乙未年二月 直胤
小刀 （刀身銘）七十九翁 美濃介直胤
小刀 （刀身銘）八十翁 美濃介直胤
小刀 （刀身銘）直胤 義胤
小刀 （刀身銘）造大慶直胤
小刀 （刀身銘）荘司筑前大掾直胤作
小刀 （刀身銘）荘司筑前大掾大慶直胤
小刀 （刀身銘）荘司筑前大掾大慶直胤作

41 通 鑿 （刀身銘）直胤作　天保丙申

42 前 脇指
天然子完利 二十七歳造之
一貫斎正行 十八歳造之
文政十三年四月日

42.3

43 後 短刀 山浦内蔵助源秀寿
天保五年仲冬 為保士龍氏作之 29.8

44 前 重刀 短刀 源秀寿
天保五年仲冬 為濤斎主人作之 22.9

45 後 大小

刀　　 山浦環正行造之　
為張助太郎至治

　　　天保十二年八月吉日
脇指　 山浦環正行造之　

為張助太郎至治
　　　天保十二年八月日

大 81.8
小 50

46 前 重刀 刀 源正行
天保十五年八月日 84.5

47 後 重刀 刀 源正行
天保十五年八月日 81.3

48 前 重美
（長野県宝） 刀 為窪田清音君 山浦環源清麿製

弘化丙午年八月日 80

49 後 重刀
（長野県宝）短刀

源清麿
弘化丁未年二月日
依鳥居正意好造之

28

50 前 短刀 清麿
弘化丁未年八月日 28.8

51 後 重刀 脇指 清麿
弘化五年二月日 46.2

52 前 特重 大小 源清麿
嘉永元年八月日

大 68.4
小 48.2

53 後 重刀
（長野県宝） 刀 源清麿

嘉永二年八月日 71

54 前 重刀 刀 源清麿
嘉永三年二月日 76.4

55 後 脇指 源清麿
嘉永三年二月日 51.2

56 後 重刀 刀
源清麿
嘉永三年八月日
為山本重厚

85.2

57 前 重刀 薙刀
源清麿
嘉永三年八月日
為岡田善伯君造之

49.1

58 前 重刀 刀 源清麿
中嶋兼足佩刀 77.3

59 前 重刀 脇指 源清麿
嘉永五年二月日 31.3

60 後 重刀 短刀 清麿 29.4
61 通 小刀 （刀身銘）山浦正行製 12
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秋
の
暖
か
な
日
差
し
に
包
ま
れ
た
十

一
月
十
四
日
は
、「
江
戸
三
作
」
の
一

人
に
数
え
ら
れ
、「
四
谷
正
宗
」
と
う

た
わ
れ
幕
末
の
名
工
、
山
浦
清
麿
の
命

日
に
当
た
り
、
今
年
も
「
清
麿
会
」
が

四
谷
・
宗
福
寺
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

約
四
十
名
の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
清
麿
会
は
七
十
七
回
を
重
ね
、
百
七

十
回
忌
に
当
た
る
当
年
も
、
刀
剣
の
鑑

賞
会
と
そ
の
後
の
食
事
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
久
し
ぶ
り
に
懐
か
し
い
方
や
遠

方
の
方
に
も
お
会
い
す
る
こ
と
が
か
な

い
ま
し
た
。
ま
た
、
初
め
て
ご
参
加
い

た
だ
く
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
若

い
方
や
女
性
の
方
に
も
お
越
し
い
た
だ

き
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
出
品
作
品
は
山
浦
清
麿
が
五
振
（
大

小
一
腰
）
と
、
一
門
で
は
兄
の
山
浦
真

雄
の
珍
し
い
筑
紫
薙
刀
や
、
栗
原
信
秀

が
四
振
、
斎
藤
清
人
が
一
振
な
ど
、
名

刀
が
並
び
ま
し
た
。

　
清
麿
の
作
品
で
は
、
刀
の
武
器
講
打

ち
（
天
保
十
一
年
頃
）、
大
小
の
天
保

十
二
年
、
刀
の
天
保
十
四
年
、
短
刀
の

天
保
十
五
年
で
し
た
。

　
こ
れ
と
前
後
す
る
期
間
、
清
麿
の
故

郷
で
あ
る
長
野
県
東と

う

御み

市
、
か
つ
て
の

地
名
で
東
部
町
に
な
り
ま
す
が
、
こ
ち

ら
に
あ
る
梅
野
記
念
絵
画
館
・
ふ
れ
あ

い
館
に
お
い
て
「
東
御
の
刀
鍛
冶
︱
繋

ぐ
も
の
︱
源
清
麿
、
山
浦
真
雄
、
山
浦

兼
虎
、
そ
し
て
宮
入
法
廣
へ
」
と
い
う

特
別
展
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
清
麿
や
兄
の
山
浦
真
雄
の
作
品
が
多

数
展
示
さ
れ
る
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム「
刀
剣
乱
舞
」の
刀
剣
男
士
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
に
「
源
清
麿
」
が
い
て
、
東

御
市
の
展
示
会
で
は
ゲ
ー
ム
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
私
も
初
日
に
お
伺
い
し
ま
し

た
。
当
日
だ
け
で
も
数
百
名
の
方
が
訪

れ
た
と
伺
い
、
あ
ら
た
め
て
清
麿
人
気

の
も
の
す
ご
さ
を
痛
感
し
た
次
第
で
す
。

　
今
年
は
、
同
じ
宗
福
寺
に
お
墓
が
あ

る
水
心
子
正
秀
が
没
後
二
百
年
と
い
う

こ
と
で
、
刀
剣
博
物
館
に
お
い
て
水
心

子
正
秀
と
清
麿
、
大
慶
直
胤
の
「
江
戸

三
作
」
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
引
き
続

き
令
和
七
年
も
、
清
麿
ら
新
々
刀
の
名

工
た
ち
が
刀
剣
界
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
清
麿
を
は
じ
め
と
す
る
山
浦
一
門
ら

の
名
刀
を
鑑
賞
刀
と
し
て
ご
持
参
い
た

だ
い
た
皆
さ
ま
に
は
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
冥
賀
亮
典
）

　
松
本
城
二
の
丸
に
あ
っ
た
旧
施
設
の

休
館
か
ら
二
年
。
松
本
市
立
博
物
館
は

二
三
年
十
月
、
三
の
丸
に
舞
台
を
移
し

て
再
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
こ
の
展
覧
会
は
、
松
本
市
立
博
物
館

と
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
長
野
県
南

支
部
の
主
催
、
公
益
財
団
法
人
日
本
美

術
刀
剣
保
存
協
会
の
共
催
で
、
十
二
月

二
十
日
か
ら
一
月
二
十
日
の
一
カ
月
間

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
員
の
所
蔵
刀
四
十
五
点
と
、
後
藤

家
の
刀
装
具
な
ど
合
わ
せ
て
約
百
点
を

展
示
公
開
、
観
覧
料
は
何
と
無
料
で
し

た
。
特
に
「（
菊
紋
一
）
島
田
広
助
於

信
州
松
本
作
之
」
や
「
信
濃
国
善
光
寺

之
住
助
宗
」
な
ど
、
地
元
松
本
や
安
曇

野
で
作
ら
れ
た
刀
が
出
展
さ
れ
て
い

て
、
ロ
マ
ン
を
感
じ
ま
し
た
。

　
一
月
十
一
日
の
長
野
県
南
支
部
・
大

輪
さ
ん
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を

目
が
け
て
伺
っ
た
の
で
す
が
、
展
示
室

は
既
に
多
く
の
来
館
者
で
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。ご
家
族
連
れ
や
若
い
女
性
が
、

栗
原
信
秀
の
脇
指
と
短
刀
の
前
で
か
ぶ

り
つ
く
よ
う
に
、
真
剣
に
見
て
い
た
の

が
印
象
的
で
し
た
。

　
大
輪
さ
ん
の
お
話
は
、
既
に
刀
を
勉

強
し
て
い
る
方
々
ば
か
り
で
な
く
、
刀

剣
が
身
近
で
な
い
方
々
に
も

楽
し
め
る
内
容
の
濃
い
も
の

で
し
た
。
丁
寧
に
刀
の
見
ど

こ
ろ
を
解
説
さ
れ
て
い
て
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
、
た
め

ら
う
こ
と
な
く
質
問
す
る
光

景
も
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま

し
た
。

　
会
場
に
は
、
支
部
会
員
に

よ
る
「
刀
剣
よ
ろ
ず
相
談
所
」
が
開
設

さ
れ
て
、「
お
家
か
ら
刀
が
出
て
き

ち
ゃ
っ
た
が
、
ど
う
し
よ
う
」
と
い
う

方
が
安
心
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て

い
ま
し
た
。幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
に
、

日
本
刀
や
刀
装
具
を
知
っ
て
い
た
だ

く
、貴
重
な
機
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
こ
の
よ
う
な
地
元
の
美

術
館
や
博
物
館
と
日
本
美
術
刀
剣
保
存

協
会
の
支
部
が
連
携
し
、
共
同
で
開
催

す
る
刀
剣
・
刀
装
具
や
武
具
の
展
覧
会

が
増
え
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
松
本
市
立
博
物
館
で
は
、
十
月
一
日

か
ら
十
一
月
十
四
日
ま
で
、
国
宝
や
重

文
・
重
美
を
中
心
と
す
る
「
特
別
展
~

日
本
刀
は
美
し
い
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

そ
の
折
は
、ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

（
モ
リ
ー
ナ
令
）

■
松
本
市
立
博
物
館
=
〒
３
９
０-

０

８
７
４
長
野
県
松
本
市
大
手
三-

二-

二
一
　
☎
〇
二
六
三-

三
二-

〇
一
三
三

https://m
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イ
ベ
ン
ト
・
リ
ポ
ー
ト

百
七
十
回
忌
の
年
に
四
谷
正
宗
を
偲
ぶ

清
麿
会

実
り
あ
る
展
観
と
な
っ
た
日
刀
保
支
部
と
の
共
同
主
催

松
本
市
立
博
物
館「
年
越
し
新
春
刀
剣
展
〜
我
が
家
の
名
刀･

刀
装
具
〜
」

︿
訃
報
﹀

■
当
組
合
賛
助
会
員
で
刀
身
彫

刻
家
の
橋
本
太
郎︵
号
・
琇

巴
︶
さ
ん
に
お
か
れ
て
は
、

去
る
一
月
八
日
に
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
七
十
六
歳
。
苔
口

仙
琇
師
に
学
ん
で
、
刀
身
彫

刻
や
彫
金
で
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま

す
。

■
当
組
合
元
賛
助
会
員
で
金
工

作
家
の
泉
公
士
郎︵
号
・
柳

泉
︶
さ
ん
に
お
か
れ
て
は
、

去
る
一
月
八
日
に
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
七
十
八
歳
。
日
本

工
芸
会
正
会
員
。
新
作
や
古

作
の
修
復
で
活
躍
さ
れ
る
と

と
も
に
、
金
工
技
術
研
修
会

を
主
宰
し
、
後
進
の
指
導
に

当
た
ら
れ
ま
し
た
。
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
。

小
札
に
つ
い
て
②

　
前
回
に
引
き
続
き
、
日
本
甲
冑
の
重

要
な
構
成
要
素
で
あ
る
小
札
に
つ
い
て

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
前
回
ご
紹
介
し
た
三
種
類
の
小
札

（
本
小
札
・
伊
予
札
・
板
札
）
の
う
ち
、

今
回
は
板
札
、
特
に
切
付
札
を
中
心
に

説
明
致
し
ま
す
。

　
平
安
時
代
末
期
以
降
の
主
な
日
本
甲

冑
は
、
鉄
あ
る
い
は
革
で
作
ら
れ
た
短

冊
状
の
欠
片
を
綴
じ
連
ね
て
製
作
し
ま

す
。
こ
の
欠
片
一
枚
を
札さ

ね

、
あ
る
い
は

小こ

札ざ
ね

と
呼
び
ま
す
。
し
か
し
、
小
札
で

甲
冑
を
仕
立
て
る
に
は
大
変
な
労
力
を

要
し
ま
す
。
切
り
分
け
た
小
札
そ
れ
ぞ

れ
に
十
カ
所
以
上
の
穴
を
開
け
、
数
百

枚
か
ら
数
千
枚
に
及
ぶ
枚
数
を
綴
じ
連

ね
、
そ
れ
に
漆
を
塗
り
重
ね
て
小
札
板

に
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
多
く
の
人
手

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
省
力
化
や
激
化
す
る
戦
闘
に
適
応
す

る
た
め
、
戦
国
時
代
頃
に
は
生
産
効
率

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
帯
状
一
枚
物
の

鉄
板
や
練ね

り

革が
わ

を
、
小
札
を
綴
じ
連
ね
た

小
札
板
の
代
わ
り
に
使
用
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
一
枚
板
で
で
き
た
も
の

を
板
札
、
ま
た
は
板
物
と
呼
び
ま
す
。

江
戸
時
代
の
末
ま
で
大
変
多
く
使
用
さ

れ
た
こ
の
板
札
で
す
が
、
中
に
は
小
札

を
綴
じ
連
ね
た
本
小
札
と
そ
っ
く
り
に

作
ら
れ
た
も
の
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
本
小
札
や
伊
予
札
な
ど
を
綴
じ
連

ね
た
札
板
に
似
せ
て
作
ら
れ
た
板
札
の

こ
と
を
、
切
付
札
と
言
い
ま
す
。

　
上
述
の
通
り
、
切
付
札
は
小
札
を
綴

じ
連
ね
て
作
ら
れ
て
は
い
な
い
板
札
で

す
が
、
表
面
を
漆
下
地
で
盛
り
上
げ
た

り
、
裏
か
ら
打
ち
出
し
た
り
し
て
小
札

の
重
な
り
合
う
様
を
表
し
た
り
、
小
札

頭
（
札
の
上
端
）
の
み
綴
じ
ら
れ
た
小

札
が
並
ん
で
い
る
よ
う
に
刳
っ
た
り

等
、
板
札
で
も
中
世
か
ら
使
用
さ
れ
る

伝
統
的
な
本
小
札
や
伊
予
札
に
表
面
的

に
似
せ
て
作
ら
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り

ま
す
。

　
図
①
は
本
小
札
で
作
ら
れ
た
札
板
、

図
②
は
本
小
札
を
模
し
て
作
ら
れ
た
切

付
札
で
す
が
、切
付
札
は
表
か
ら
見
て
、

綴
じ
連
ね
て
作
っ
た
本
小
札
や
本
伊
予

札
と
区
別
が
つ
か
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
。
裏
側
を
見
た
際
に
、
表
と
様
子
が

違
っ
て
平
滑
で
あ
っ
た
り
、
打
ち
出
し

て
凹
状
に
な
っ
て
い
れ
ば
切
付
札
と
判

別
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
精
巧
に

作
ら
れ
た
高
級
品
に
使
用
さ
れ
る
切
付

札
の
中
に
は
、
ま
れ
に
札
板
の
表
の
み

な
ら
ず
裏
も
盛
り
上
げ
て
、
本
小
札
に

似
せ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
切
付
札
に
は
、
由
緒
や
伝
統
を
重
ん

じ
る
武
士
の
美
意
識
が
こ
も
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
甲
冑
を
鑑
賞
さ
れ

る
際
は
、
是
非
こ
う
し
た
細
か
い
仕
立

も
注
意
し
て
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
浅
野
太
一
）

甲
冑
の
話
題
│
│
│
22

（
一
社
）日
本
甲
冑
武
具
研
究
保
存
会

切付伊予札の草摺を
裏から見た様子

切付伊予札の草摺を
表から見た様子 ②切付札

①本小札

組合こよみ（令和6年10 ～ 12月）
10月16日　東京美術倶楽部において第38期第３回理事会を開催。出席
者、深海理事長・伊波副理事長・土肥副理事長・服部副理事長・清
水専務理事・嶋田常務理事・綱取常務理事・飯田理事・大平理事・
生野理事・新堀理事・瀬下理事・松本理事・冥賀理事・持田理事・
吉井理事・大西監事・冥賀監事・秋田事務局員
16日　東京美術倶楽部において「大刀剣市」事前説明会を開催
11月２日・３日　東京美術倶楽部において「大刀剣市」を開催。入場
者数、１日目990人、２日目885人、合計1,875人
12日　服部副理事長と清水専務理事が事務所において刀剣評価査定
13日　飯田理事と大平理事が事務所において刀剣評価査定
26日　嶋田常務理事と生野理事が事務所において刀剣評価査定
12月３日　事務所において第38期第２回常務理事会を開催。出席者、
深海理事長・服部副理事長・伊波副理事長・清水専務理事・嶋田常
務理事・綱取常務理事・生野理事
16日　東京美術倶楽部において第38期第４回理事会を開催。出席者、
深海理事長・伊波副理事長・土肥副理事長・服部副理事長・清水専
務理事・嶋田常務理事・綱取常務理事・飯田理事・大平理事・生野
理事・新堀理事・瀬下理事・松本理事・冥賀理事・持田理事・吉井
理事・大西監事・冥賀監事・廣岡事務局員
17日　東京美術倶楽部において交換会を開催。参加者53名、出来高
16,479,000円
17日　東京美術倶楽部において常務理事会を開催
17日　東京美術倶楽部において『刀剣界』編集委員会を開催
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刀
剣
博
物
館
は
、
令
和
六
年
十
二
月

二
十
五
日
付
で
文
化
庁
長
官
か
ら
文
化

財
保
護
法
第
五
十
三
条
の
規
定
に
基
づ

く
「
公
開
承
認
施
設
」
に
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
公
開
承
認
施
設
と
は
、
国
宝
・
重
要

文
化
財
等
の
公
開
が
文
化
財
の
保
存
上

適
切
な
施
設
で
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
目

的
に
、
公
開
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
と
し

て
文
化
庁
長
官
が
承
認
す
る
施
設
の
こ

と
で
、
国
指
定
文
化
財
の
公
開
手
続
き

を
簡
素
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
承
認
に
は
施
設
の
設
置
者
、
組
織
、

建
物
お
よ
び
設
備
、
重
要
文
化
財
の
公

開
実
績
に
つ
い
て
厳
し
い
要
件
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
あ
り
、
公
開

承
認
施
設
の
承
認
を
受
け
た
施
設
は
全

国
で
も
約
百
館
ほ
ど
と
な
っ
て
お
り
ま

す
（
令
和
六
年
十
月
一
日
時
点
）。

　
当
館
は
、
公
開
承
認
施
設
と
し
て
こ

れ
か
ら
も
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る
施
設

と
し
て
、
刀
剣
類
の
保
存
お
よ
び
普
及

振
興
に
寄
与
し
、
ま
た
日
本
の
み
な
ら

ず
世
界
に
日
本
刀
を
発
信
し
て
い
く
拠

点
と
な
る
べ
く
、
今
後
も
活
動
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。

　
去
る
一
月
十
五
日
、
ご
公
務
で
大
変

お
忙
し
い
中
、
自
由
民
主
党
総
務
会
長

で
、「
刀
剣
・
和
鉄
文
化
を
保
存
振
興

す
る
議
員
連
盟
」
代
表
の
鈴
木
俊
一
衆

議
院
議
員
が
刀
剣
博
物
館
に
ご
来
館

さ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
展
示
室
に
て
日
本
美
術

刀
剣
保
存
協
会
学
芸
部
長
の
案
内

で
、
展
示
の
刀
剣
類
を
一
点
一
点
つ

ぶ
さ
に
ご
覧
に
な
ら
れ
、
数
々
の
名

品
を
ご
堪
能
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
刀
剣
博
物
館
所
蔵
の
名
刀
を

手
に
取
っ
て
、
地
鉄
や
刃
文
の
様
子

な
ど
を
熱
心
に
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
協
会
役
員
と
の
ご
歓
談
の

席
に
も
臨
ま
れ
、
一
時
間
ほ
ど
滞
在

さ
れ
ま
し
た
。

【
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

刀
剣
博
物
館
が
公
開
承
認
施
設
に

鈴
木
俊
一
衆
院
議
員
が
来
館

出品リスト
№ 作者名 作品名称
　第１章　足利長尾氏の「武と美」
１ □紺糸縅 餓鬼胴具足（三ツ巴九曜紋章散）
２ 長尾系図
３ 長尾但馬守居城之図
４ 足利古図
５ 北条氏直 北条氏直書状（北条家文書）　※パネル展示
６ 北条氏直 北条氏直書状
７ 前田利家 ☆前田利家書状
８ 徳川家康 徳川家康書状
９ 伝長尾景長 〇長尾景長像
10 伝長尾憲長 〇長尾憲長像
11 伝長尾政長 〇長尾政長像
12 長尾景長 〇山水図
13 狩野正信 ◎観瀑図　　※ 3/10 ～パネル展示
14 伝狩野元信 花鳥図屏風　※会期中展示替あり
15 狩野興以 月下猿猴図
16 維摩図
17 朱衣達磨図
18 大見禅龍像（開山）
19 戒雲守　像（四世）
20 〇笈（木製鎌倉彫牡丹桃実文）
21 〇木印 印文「禪」
22 銅造神将形立像
23 厨子
24 紺地花紋金襴小袋
25 花鳥螺鈿手箱
26 三ツ巴九曜紋椀
　第２章　刀工国広の世界
27 実忠 刀 銘 日州古屋之住實忠作 永禄九年七月廿二日
28 国広 〇刀 銘 日州古屋之住國廣作 天正六年八月彼岸
29 国広 短刀 銘 國廣
30 国広 短刀 銘 國廣
31 国広 刀 銘 日州古屋住國廣山伏 ［作］（以下切）
32 国広 刀 銘 日州古屋住國廣作 天正十四年八月朔日豊田安宗刀
33 国広 脇指 銘 日州古屋住國廣作（号 不動国広） 

34 国広 〇脇指 銘 日州住信濃守國廣作 天正十八年八月日
於野州足利學校打之（号 布袋国広）

35 国広 短刀 銘 城州住國廣
36 国広 脇指 銘 國廣
37 国広 脇指 銘 國廣
38 国広 短刀 銘 國廣（名物庖丁正宗写）
39 国広 刀 銘 信濃守國廣
40 国広 刀 銘 國廣
41 国広 薙刀 銘 國廣
42 国広 脇指 銘 國廣
43 在吉 刀 銘 阿波守藤原在吉 慶長二年九月吉日
44 閑室元佶賛 閑室元佶像（複製）
45 閑室元佶 牛庵
46 閑室元佶 閑室元佶書状
47 閑室元佶 学校隠居元佶書状
48 鎌田魚妙 慶長以来 新刀辦疑
49 鎌田魚妙 本朝鍛冶考
50 藤原宗兵衛ほか 新刀銘尽大全
51 古刀新刀取組大相撲
52 最上新刀競
　第３章　名刀の誕生

53 長義
◎刀 銘 本作長義 天正十八年庚刁五月三日ニ九州日向住國
廣銘打 長尾新五郎平朝臣顕長所持
天正十四年七月廿一日小田原参府之　従 屋形様被下置也

54 国広 ◎刀 銘 九州日向住國廣作　天正十八年庚刁貮
月吉日平顕長（号 山姥切国広）

55 井本悠紀 刀 本作長義 刀絵図
56 井本悠紀 刀 山姥切国広 刀絵図
57 井本悠紀 脇指 布袋国広 刀絵図

◎は重要文化財、〇は重要美術品、□は足利市指定文化財、☆は桐生市指定文化財

刀を鑑賞される鈴木議員

日刀保台湾支部が設立される
　去る12月 19日、公益財団法人日本美術刀剣保存協会（酒
井忠久会長）の台湾支部が設立された。支部長は劉朝淵氏。
　同協会は海外にも多くの会員を有しているが、アジア地域で
の海外支部設立は今回が初。今後は、台湾での活発な支部活動
に加え、日台の刀剣愛好家同士の交流にも期待が持たれる。
　設立を記念し、３月22日（土）から29日（土）まで、国
立台湾大学において刀剣展「友成から清麿まで」が開催され、
古今の名刀約40点が披露される。

　天正 14 年 （1586）、 足利領主・長尾顕長は、小田原の北条
氏より、従属の証として刀「本作長義」を拝領しました。
それと同じ時期に、九州出身の刀工・国広は足利の地を訪
れます。そこで、国広は顕長の持つ「本作長義」に出逢い
ます。この出逢いにより、国広は「本作長義」の写しとさ
れる名刀「山姥切国広」を生み出しました。
　本展では、公益財団法人足利文化財団の「山姥切国広」
取得を記念し、「山姥切国広」や徳川美術館所蔵の「本作長
義」のほか、 国広ゆかりの刀剣や、足利長尾氏関連作品を
紹介し、国広の足跡や名刀誕生の背景を紐解いていきます。
　会期：２月８日（土）～３月 23 日（日）
　会場：足利市立美術館（栃木県足利市通２-14-７）
　足利市特設ホームページ：
　　　　https://www.city.ashikaga.tochigi.jp/category/000000/p006369.html
※ 展観は大混雑が予想されているため、全日程事前予約制となっています。土日は既に完売、平日も

ほとんど埋まっていますので、必ずご確認ください。

〈併催ワークショップ・講演会〉すべて参加無料・要予約
①ワークショップ「日本刀にまつわる職人体験 君も立派な職人」
　日時：３月８日（土） 午前 10 時～（２時間程度）
　会場：あしかがフラワーパークプラザ（足利市民プラザ）小ホール
　対象：市内小中学校に在学している小学校４年生から中学校３年生 
　　　　保護者同伴必須（同伴は２名まで）
　内容：研ぎ、鞘削り、銘切り、刀鑑賞体験
　定員：抽選 30 名
②講演会「山姥切国広から見る国広の世界」
　日時：３月２日（日）午後２時～（1 時間半程度）
　会場：足利商工会議所 友愛会館４階わたらせホール
　講師：國學院大學大学院兼任講師 井本悠紀氏
　定員：抽選 70 名
③講演会・刀鑑賞会「日本刀の鑑賞法、国広一門の作品群を持ってみよう」
　日時：３月８日（土）午後２時～（２時間程度）
　会場：あしかがフラワーパークプラザ（足利市民プラザ）小ホール
　講師：飯田高遠堂代表取締役 飯田慶雄氏
　定員：抽選 70 名

山姥切国広展─名匠の軌跡、名刀の誕生─
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秋
の
暖
か
な
日
差
し
に
包
ま
れ
た
十

一
月
十
四
日
は
、「
江
戸
三
作
」
の
一

人
に
数
え
ら
れ
、「
四
谷
正
宗
」
と
う

た
わ
れ
幕
末
の
名
工
、
山
浦
清
麿
の
命

日
に
当
た
り
、
今
年
も
「
清
麿
会
」
が

四
谷
・
宗
福
寺
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

約
四
十
名
の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
清
麿
会
は
七
十
七
回
を
重
ね
、
百
七

十
回
忌
に
当
た
る
当
年
も
、
刀
剣
の
鑑

賞
会
と
そ
の
後
の
食
事
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
久
し
ぶ
り
に
懐
か
し
い
方
や
遠

方
の
方
に
も
お
会
い
す
る
こ
と
が
か
な

い
ま
し
た
。
ま
た
、
初
め
て
ご
参
加
い

た
だ
く
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
若

い
方
や
女
性
の
方
に
も
お
越
し
い
た
だ

き
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
出
品
作
品
は
山
浦
清
麿
が
五
振
（
大

小
一
腰
）
と
、
一
門
で
は
兄
の
山
浦
真

雄
の
珍
し
い
筑
紫
薙
刀
や
、
栗
原
信
秀

が
四
振
、
斎
藤
清
人
が
一
振
な
ど
、
名

刀
が
並
び
ま
し
た
。

　
清
麿
の
作
品
で
は
、
刀
の
武
器
講
打

ち
（
天
保
十
一
年
頃
）、
大
小
の
天
保

十
二
年
、
刀
の
天
保
十
四
年
、
短
刀
の

天
保
十
五
年
で
し
た
。

　
こ
れ
と
前
後
す
る
期
間
、
清
麿
の
故

郷
で
あ
る
長
野
県
東と

う

御み

市
、
か
つ
て
の

地
名
で
東
部
町
に
な
り
ま
す
が
、
こ
ち

ら
に
あ
る
梅
野
記
念
絵
画
館
・
ふ
れ
あ

い
館
に
お
い
て
「
東
御
の
刀
鍛
冶
︱
繋

ぐ
も
の
︱
源
清
麿
、
山
浦
真
雄
、
山
浦

兼
虎
、
そ
し
て
宮
入
法
廣
へ
」
と
い
う

特
別
展
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
清
麿
や
兄
の
山
浦
真
雄
の
作
品
が
多

数
展
示
さ
れ
る
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム「
刀
剣
乱
舞
」の
刀
剣
男
士
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
に
「
源
清
麿
」
が
い
て
、
東

御
市
の
展
示
会
で
は
ゲ
ー
ム
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
私
も
初
日
に
お
伺
い
し
ま
し

た
。
当
日
だ
け
で
も
数
百
名
の
方
が
訪

れ
た
と
伺
い
、
あ
ら
た
め
て
清
麿
人
気

の
も
の
す
ご
さ
を
痛
感
し
た
次
第
で
す
。

　
今
年
は
、
同
じ
宗
福
寺
に
お
墓
が
あ

る
水
心
子
正
秀
が
没
後
二
百
年
と
い
う

こ
と
で
、
刀
剣
博
物
館
に
お
い
て
水
心

子
正
秀
と
清
麿
、
大
慶
直
胤
の
「
江
戸

三
作
」
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
引
き
続

き
令
和
七
年
も
、
清
麿
ら
新
々
刀
の
名

工
た
ち
が
刀
剣
界
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
清
麿
を
は
じ
め
と
す
る
山
浦
一
門
ら

の
名
刀
を
鑑
賞
刀
と
し
て
ご
持
参
い
た

だ
い
た
皆
さ
ま
に
は
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
冥
賀
亮
典
）

　
松
本
城
二
の
丸
に
あ
っ
た
旧
施
設
の

休
館
か
ら
二
年
。
松
本
市
立
博
物
館
は

二
三
年
十
月
、
三
の
丸
に
舞
台
を
移
し

て
再
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
こ
の
展
覧
会
は
、
松
本
市
立
博
物
館

と
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
長
野
県
南

支
部
の
主
催
、
公
益
財
団
法
人
日
本
美

術
刀
剣
保
存
協
会
の
共
催
で
、
十
二
月

二
十
日
か
ら
一
月
二
十
日
の
一
カ
月
間

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
員
の
所
蔵
刀
四
十
五
点
と
、
後
藤

家
の
刀
装
具
な
ど
合
わ
せ
て
約
百
点
を

展
示
公
開
、
観
覧
料
は
何
と
無
料
で
し

た
。
特
に
「（
菊
紋
一
）
島
田
広
助
於

信
州
松
本
作
之
」
や
「
信
濃
国
善
光
寺

之
住
助
宗
」
な
ど
、
地
元
松
本
や
安
曇

野
で
作
ら
れ
た
刀
が
出
展
さ
れ
て
い

て
、
ロ
マ
ン
を
感
じ
ま
し
た
。

　
一
月
十
一
日
の
長
野
県
南
支
部
・
大

輪
さ
ん
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を

目
が
け
て
伺
っ
た
の
で
す
が
、
展
示
室

は
既
に
多
く
の
来
館
者
で
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。ご
家
族
連
れ
や
若
い
女
性
が
、

栗
原
信
秀
の
脇
指
と
短
刀
の
前
で
か
ぶ

り
つ
く
よ
う
に
、
真
剣
に
見
て
い
た
の

が
印
象
的
で
し
た
。

　
大
輪
さ
ん
の
お
話
は
、
既
に
刀
を
勉

強
し
て
い
る
方
々
ば
か
り
で
な
く
、
刀

剣
が
身
近
で
な
い
方
々
に
も

楽
し
め
る
内
容
の
濃
い
も
の

で
し
た
。
丁
寧
に
刀
の
見
ど

こ
ろ
を
解
説
さ
れ
て
い
て
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
、
た
め

ら
う
こ
と
な
く
質
問
す
る
光

景
も
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま

し
た
。

　
会
場
に
は
、
支
部
会
員
に

よ
る
「
刀
剣
よ
ろ
ず
相
談
所
」
が
開
設

さ
れ
て
、「
お
家
か
ら
刀
が
出
て
き

ち
ゃ
っ
た
が
、
ど
う
し
よ
う
」
と
い
う

方
が
安
心
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て

い
ま
し
た
。幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
に
、

日
本
刀
や
刀
装
具
を
知
っ
て
い
た
だ

く
、貴
重
な
機
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
こ
の
よ
う
な
地
元
の
美

術
館
や
博
物
館
と
日
本
美
術
刀
剣
保
存

協
会
の
支
部
が
連
携
し
、
共
同
で
開
催

す
る
刀
剣
・
刀
装
具
や
武
具
の
展
覧
会

が
増
え
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
松
本
市
立
博
物
館
で
は
、
十
月
一
日

か
ら
十
一
月
十
四
日
ま
で
、
国
宝
や
重

文
・
重
美
を
中
心
と
す
る
「
特
別
展
~

日
本
刀
は
美
し
い
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

そ
の
折
は
、ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

（
モ
リ
ー
ナ
令
）
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イ
ベ
ン
ト
・
リ
ポ
ー
ト

百
七
十
回
忌
の
年
に
四
谷
正
宗
を
偲
ぶ

清
麿
会

実
り
あ
る
展
観
と
な
っ
た
日
刀
保
支
部
と
の
共
同
主
催

松
本
市
立
博
物
館「
年
越
し
新
春
刀
剣
展
〜
我
が
家
の
名
刀･

刀
装
具
〜
」

︿
訃
報
﹀

■
当
組
合
賛
助
会
員
で
刀
身
彫

刻
家
の
橋
本
太
郎︵
号
・
琇

巴
︶
さ
ん
に
お
か
れ
て
は
、

去
る
一
月
八
日
に
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
七
十
六
歳
。
苔
口

仙
琇
師
に
学
ん
で
、
刀
身
彫

刻
や
彫
金
で
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま

す
。

■
当
組
合
元
賛
助
会
員
で
金
工

作
家
の
泉
公
士
郎︵
号
・
柳

泉
︶
さ
ん
に
お
か
れ
て
は
、

去
る
一
月
八
日
に
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
七
十
八
歳
。
日
本

工
芸
会
正
会
員
。
新
作
や
古

作
の
修
復
で
活
躍
さ
れ
る
と

と
も
に
、
金
工
技
術
研
修
会

を
主
宰
し
、
後
進
の
指
導
に

当
た
ら
れ
ま
し
た
。
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
。

小
札
に
つ
い
て
②

　
前
回
に
引
き
続
き
、
日
本
甲
冑
の
重

要
な
構
成
要
素
で
あ
る
小
札
に
つ
い
て

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
前
回
ご
紹
介
し
た
三
種
類
の
小
札

（
本
小
札
・
伊
予
札
・
板
札
）
の
う
ち
、

今
回
は
板
札
、
特
に
切
付
札
を
中
心
に

説
明
致
し
ま
す
。

　
平
安
時
代
末
期
以
降
の
主
な
日
本
甲

冑
は
、
鉄
あ
る
い
は
革
で
作
ら
れ
た
短

冊
状
の
欠
片
を
綴
じ
連
ね
て
製
作
し
ま

す
。
こ
の
欠
片
一
枚
を
札さ

ね

、
あ
る
い
は

小こ

札ざ
ね

と
呼
び
ま
す
。
し
か
し
、
小
札
で

甲
冑
を
仕
立
て
る
に
は
大
変
な
労
力
を

要
し
ま
す
。
切
り
分
け
た
小
札
そ
れ
ぞ

れ
に
十
カ
所
以
上
の
穴
を
開
け
、
数
百

枚
か
ら
数
千
枚
に
及
ぶ
枚
数
を
綴
じ
連

ね
、
そ
れ
に
漆
を
塗
り
重
ね
て
小
札
板

に
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
多
く
の
人
手

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
省
力
化
や
激
化
す
る
戦
闘
に
適
応
す

る
た
め
、
戦
国
時
代
頃
に
は
生
産
効
率

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
帯
状
一
枚
物
の

鉄
板
や
練ね

り

革が
わ

を
、
小
札
を
綴
じ
連
ね
た

小
札
板
の
代
わ
り
に
使
用
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
一
枚
板
で
で
き
た
も
の

を
板
札
、
ま
た
は
板
物
と
呼
び
ま
す
。

江
戸
時
代
の
末
ま
で
大
変
多
く
使
用
さ

れ
た
こ
の
板
札
で
す
が
、
中
に
は
小
札

を
綴
じ
連
ね
た
本
小
札
と
そ
っ
く
り
に

作
ら
れ
た
も
の
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
本
小
札
や
伊
予
札
な
ど
を
綴
じ
連

ね
た
札
板
に
似
せ
て
作
ら
れ
た
板
札
の

こ
と
を
、
切
付
札
と
言
い
ま
す
。

　
上
述
の
通
り
、
切
付
札
は
小
札
を
綴

じ
連
ね
て
作
ら
れ
て
は
い
な
い
板
札
で

す
が
、
表
面
を
漆
下
地
で
盛
り
上
げ
た

り
、
裏
か
ら
打
ち
出
し
た
り
し
て
小
札

の
重
な
り
合
う
様
を
表
し
た
り
、
小
札

頭
（
札
の
上
端
）
の
み
綴
じ
ら
れ
た
小

札
が
並
ん
で
い
る
よ
う
に
刳
っ
た
り

等
、
板
札
で
も
中
世
か
ら
使
用
さ
れ
る

伝
統
的
な
本
小
札
や
伊
予
札
に
表
面
的

に
似
せ
て
作
ら
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り

ま
す
。

　
図
①
は
本
小
札
で
作
ら
れ
た
札
板
、

図
②
は
本
小
札
を
模
し
て
作
ら
れ
た
切

付
札
で
す
が
、切
付
札
は
表
か
ら
見
て
、

綴
じ
連
ね
て
作
っ
た
本
小
札
や
本
伊
予

札
と
区
別
が
つ
か
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
。
裏
側
を
見
た
際
に
、
表
と
様
子
が

違
っ
て
平
滑
で
あ
っ
た
り
、
打
ち
出
し

て
凹
状
に
な
っ
て
い
れ
ば
切
付
札
と
判

別
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
精
巧
に

作
ら
れ
た
高
級
品
に
使
用
さ
れ
る
切
付

札
の
中
に
は
、
ま
れ
に
札
板
の
表
の
み

な
ら
ず
裏
も
盛
り
上
げ
て
、
本
小
札
に

似
せ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
切
付
札
に
は
、
由
緒
や
伝
統
を
重
ん

じ
る
武
士
の
美
意
識
が
こ
も
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
甲
冑
を
鑑
賞
さ
れ

る
際
は
、
是
非
こ
う
し
た
細
か
い
仕
立

も
注
意
し
て
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
浅
野
太
一
）

甲
冑
の
話
題
│
│
│
22

（
一
社
）日
本
甲
冑
武
具
研
究
保
存
会

切付伊予札の草摺を
裏から見た様子

切付伊予札の草摺を
表から見た様子 ②切付札

①本小札

組合こよみ（令和6年10 ～ 12月）
10月16日　東京美術倶楽部において第38期第３回理事会を開催。出席
者、深海理事長・伊波副理事長・土肥副理事長・服部副理事長・清
水専務理事・嶋田常務理事・綱取常務理事・飯田理事・大平理事・
生野理事・新堀理事・瀬下理事・松本理事・冥賀理事・持田理事・
吉井理事・大西監事・冥賀監事・秋田事務局員
16日　東京美術倶楽部において「大刀剣市」事前説明会を開催
11月２日・３日　東京美術倶楽部において「大刀剣市」を開催。入場
者数、１日目990人、２日目885人、合計1,875人
12日　服部副理事長と清水専務理事が事務所において刀剣評価査定
13日　飯田理事と大平理事が事務所において刀剣評価査定
26日　嶋田常務理事と生野理事が事務所において刀剣評価査定
12月３日　事務所において第38期第２回常務理事会を開催。出席者、
深海理事長・服部副理事長・伊波副理事長・清水専務理事・嶋田常
務理事・綱取常務理事・生野理事
16日　東京美術倶楽部において第38期第４回理事会を開催。出席者、
深海理事長・伊波副理事長・土肥副理事長・服部副理事長・清水専
務理事・嶋田常務理事・綱取常務理事・飯田理事・大平理事・生野
理事・新堀理事・瀬下理事・松本理事・冥賀理事・持田理事・吉井
理事・大西監事・冥賀監事・廣岡事務局員
17日　東京美術倶楽部において交換会を開催。参加者53名、出来高
16,479,000円
17日　東京美術倶楽部において常務理事会を開催
17日　東京美術倶楽部において『刀剣界』編集委員会を開催
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後
藤
四
郎
兵
衛
光
嘉
、
あ
ま
り
聞
か

な
い
名
前
で
あ
る
。

　
刀
装
金
工
の
後
藤
家
に
お
い
て
四
郎

兵
衛
の
名
跡
は
宗
家
歴
代
当
主
の
み
が

名
乗
れ
る
権
威
あ
る
名
跡
で
、
宗
家
の

座
に
就
い
た
人
物
は
各
時
代
に
お
い
て

刀
装
金
工
の
最
高
権
威
者
と
し
て
脚
光

を
浴
び
、
地
位
と
名
誉
を
保
持
し
て
い

た
。
し
か
し
、
長
い
後
藤
家
歴
代
の
中

で
四
郎
兵
衛
を
名
乗
り
な
が
ら
、
一
人

だ
け
当
主
の
座
に
就
け
な
か
っ
た
人
物

が
い
た
。
十
代
目
当
主
で
あ
る
廉
乗
の

嗣
子
と
し
て
生
ま
れ
、
四
郎
兵
衛
を
名

乗
り
な
が
ら
夭
折
の
た
め
に
当
主
の
座

に
就
け
ず
、
そ
の
名
も
忘
れ
去
ら
れ
て

し
ま
っ
た
人
物
、そ
れ
が
光
嘉
で
あ
る
。

　
後
藤
光
嘉
は
万
治
三
年（
一
六
六
〇
）

に
廉
乗
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
初
め

亀
市
、
そ
し
て
瀕
四
郎
と
名
乗
り
、
天

和
三
年
（
一
六
八
三
）
か
ら
宗
家
当
主

の
名
跡
で
あ
る
四
郎
兵
衛
を
名
乗
る
。

　
前
述
の
通
り
、
廉
乗
の
長
男
で
四
郎

兵
衛
と
い
う
名
跡
ま
で
継
い
だ
の
で
あ

る
か
ら
、
当
然
十
一
代
目
を
相
続
す
べ

き
人
物
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
惜
し
く
も

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
四
月
十
九
日

に
二
十
五
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
。

戒
名
を
隣
聖
院
乗
賢
居
士
と
い
い
、
乗

賢
と
追
号
さ
れ
て
い
る
。

　
稲
葉
通
龍
の
『
装
剣
奇
賞
』
に
は
、

廉
乗
の
項
に
「
お
と
な
し
く
大
様
な
る

所
あ
り
、
か
の
光
源
氏
の
物
語
を
よ

（
読
）
む
に
、
明
石
の
上
の
事
を
し
め

や
か
に
か
（
書
）
き
し
お
も
か
げ
（
面

影
）
と
も
い
（
云
）
は
ん
か
。
殊
に
弟

子
あ
ま
た
と
（
取
）
り
た
（
立
）
て
ら

れ
て
寿
も
長
か
り
し
故
、
此
作
多
く
残

れ
り
。

　
其
子
に
光
喜

〈
嘉
〉

と
い
（
云
）
ふ
あ
り
、

巧
み
に
し
て
名
人
の
い
さ
ほ
し
た
の

（
頼
）
も
し
か
り
し
に
夭
折
せ
ら
れ
て
、

其
作
今
至
て
稀
な
り
を
（
惜
）
し
む
べ

し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
往

時
の
斯
界
に
お
い
て
一
応
そ
の
名
と
存

在
が
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
作
品
が

希
少
で
あ
っ
た
こ
と
も
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
て
、
廉
乗

の
養
嗣
子
と
し
て
後
藤
仙
乗
の
三
男
、

光
雄
が
貞
享
元
年
十
一
月
十
五
日
、
二

十
一
歳
に
て
宗
家
に
入
籍
し
、
光
寿
と

名
を
改
め
た
。
元
禄
十
年（
一
六
九
七
）

七
月
に
は
宗
家
十
一
代
目
の
家
督
を
相

続
し
、
晩
年
に
な
っ
て
通
乗
と
名
乗
っ

た
。

　
さ
て
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
に

刊
行
さ
れ
た
『
装
剣
奇
賞
』
の
時
代
に

お
い
て
も
「
今
至
て
稀
な
り
」
と
記
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
光
嘉
の
作
品
は
往

時
も
数
少
な
く
、
研
究
も
ま
ま
な
ら
な

か
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
し
か
し
、
あ

り
が
た
い
こ
と
に
確
信
に
足
り
う
る
小

柄
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

こ
の
小
柄
を
基
に
考
察
し
、
光
嘉
作
品

特
定
の
糸
口
を
つ
か
ん
で
い
き
た
い
。

　
ま
ず
第
一
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
津

軽
家
旧
蔵
品
の
目
貫
と
小
柄
の
二
所
物

で
あ
る
。

　
目
貫
に
は
「
表
祐
乗
裏
顕
乗
代
金
参

枚
八
両
貞
享
元
年
七
月
七
日
後
藤
廉
乗

（
花
押
）」
の
折
紙
が
付
さ
れ
て
い
る
。

材
質
は
後
藤
家
で
は
珍
し
い
四
分
一
の

地
金
が
使
用
さ
れ
、
滅
金
と
い
う
工
法

も
後
藤
家
に
お
い
て
は
例
外
的
な
も
の

で
あ
る
が
、
古
雅
横
溢
た
る
作
品
は
初

代
祐
乗
の
手
に
な
る
も
の
と
し
て
後
藤

宗
家
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　
そ
の
片
目
貫
に
合
わ
せ
て
、
七
代
目

顕
乗
が
金
滅
金
擦
り
剝
が
し
工
法
に
て

裏
目
貫
を
見
事
に
彫
り
足
し
一
具
（
一

組
）
の
目
貫
と
し
て
完
成
さ
せ
た
。
こ

の
顚
末
を
知
っ
て
い
た
廉
乗
が
、
代
金

参
枚
八
両
の
折
紙
を
付
け
た
の
で
あ
る
。

　
折
紙
が
発
行
さ
れ
た
貞
享
元
年
は
光

嘉
が
没
し
た
年
な
の
で
、
こ
の
目
貫
を

父
廉
乗
が
扱
っ
て
い
た
様
子
を
、
光
嘉

は
生
前
に
見
知
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
こ
の
目
貫
を
手
本
と
し
て
光

嘉
が
小
柄
を
制
作
し
た
こ
と
も
、
画
題

や
作
り
込
み
か
ら
見
て
ほ
ぼ
確
実
視
し

て
よ
い
。
そ
し
て
、
こ
の
事
情
を
知
っ

て
い
る
光
寿
が
極
め
銘
を
施
し
た
の
で

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
た
っ
た
一
具
で
あ
っ

て
も
背
景
に
重
要
な
歴
史
が
あ
り
、
後

藤
家
内
部
で
行
わ
れ
た
一
連
の
図
式
？

に
関
わ
る
人
々
の
こ
と
を
、
あ
れ
こ
れ

推
考
し
て
思
い
を
馳
せ
る
と
、
興
味

津
々
た
る
も
の
が
あ
る
。

　
光
嘉
（
乗
賢
）
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ

た
小
柄
は
、
右
側
半
分
を
赤
銅
魚
子
地

に
し
て
陸
地
を
表
し
、
左
側
半
分
に
は

波
打
ち
際
と
、
そ
れ
に
連
な
る
動
き
の

波
濤
が
美
し
く
彫
ら
れ
て
い
る
。
右
側

に
は
金
色
絵
擦
り
剝
が
し
工
法
に
て
目

貫
に
合
わ
せ
た
一
疋
の
犀
を
配
し
て
お

り
、
そ
の
躍
動
す
る
姿
が
今
に
も
海
の

中
に
駈
け
込
ま
ん
と
す
る
一
瞬
を
的
確

に
彫
り
上
げ
て
い
る
。

　
裏
哺
金
に
施
さ
れ
た
猫
掻
鑢
は
、
江

戸
時
代
中
期
の
後
藤
家
作
品
、
す
な
わ

ち
程
乗
・
廉
乗
・
通
乗
が
好
ん
で
用
い

た
も
の
と
同
じ
手
法
で
あ
る
。

　
こ
の
小
柄
は
、
廉
乗
や
通
乗
の
傑
作

を
見
る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え

で
あ
り
、「
甚
巧
み
に
し
て
い
さ
ほ
し

た
の
（
頼
）
も
し
か
り
し
に
」
と
記
さ

れ
た
『
装
剣
奇
賞
』
の
意
味
が
、
こ
の

作
品
を
見
る
と
よ
く
理
解
で
き
る
。「
作

乗
賢
光
寿
（
花
押
）」
と
の
極
め
銘
に
、

光
嘉
が
全
て
を
制
作
し
た
も
の
で
あ

り
、
裏
に
施
さ
れ
た
猫
掻
鑢
も
も
ち
ろ

ん
光
嘉
が
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
作
品
に
切
ら
れ
た
極
め
銘
は
光

寿
が
宗
家
に
入
っ
て
か
ら
、
さ
ほ
ど
時

が
経
っ
て
い
な
い
頃
の
銘
振
り
で
、
い

ま
だ
廉
乗
の
影
響
が
色
濃
く
残
っ
て
い

る
。
こ
の
先
代
を
踏
襲
し
た
よ
う
な
通

乗
初
期
の
銘
振
り
は
、
流
暢
で
品
格
が

あ
り
、
中
後
期
の
銘
振
り
よ
り
も
伸
び

や
か
な
よ
う
に
思
え
る
の
だ
が
、
い
か

が
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
養
子
に
入
っ
て
間
も
な

く
の
光
寿
が
、
本
来
十
一
代
目
を
継
ぐ

べ
き
光
嘉
の
遺
作
に
銘
を
切
る
の
で
あ

る
か
ら
、
光
寿
と
し
て
も
思
い
一
入
で

あ
っ
た
こ
と
が
、
行
き
届
い
た
銘
振
り

か
ら
推
察
で
き
る
。
な
お
、
極
め
銘
と

い
っ
て
も
わ
ず
か
三
歳
違
い
の
、
そ
れ

も
養
父
廉
乗
の
長
男
で
あ
る
光
嘉
の
作

品
を
極
め
た
も
の
な
の
で
、
自
身
銘
と

同
等
の
信
憑
性
が
認
め
ら
れ
る
。

　
図
柄
は
霊
獣
の
犀
で
あ
る
が
、
こ
の

犀
は
往
々
に
し
て
同
じ
霊
獣
の
麒
麟
と

間
違
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
に
つ

い
て
『
絵
本
た
か
ら
蔵
』
に
は
詳
細
な

図
が
掲
載
さ
れ
、「
犀
は
海
の
け
だ
も

の
」
と
解
説
さ
れ
て
お
り
、
一
角
で
背

中
に
は
甲
羅
が
あ
る
。
そ
し
て
図
柄
と

し
て
は
水
の
流
れ
を
伴
う
も
の
が
多
い

と
い
っ
た
特
徴
を
把
握
で
き
れ
ば
簡
単

に
識
別
で
き
る
。

　
さ
て
廉
乗
は
、
後
藤
宗
家
に
伝
わ
っ

た
名
品
の
数
々
に
折
紙
を
付
し
て
津
軽

家
に
納
め
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
な
る

ほ
ど
津
軽
家
の
伝
来
品
を
見
る
と
、
廉

乗
と
若
い
こ
ろ
の
通
乗
（
光
寿
）
が
関

係
し
た
後
藤
家
の
作
品
群
が
数
多
く
納

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
二
所
物
も
こ
れ

ら
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
津
軽
家
と
後
藤
家
は
当
時
、
ど
の
よ

う
な
関
係
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
時
代
の
弘
前
藩
は
、
四
代
藩
主

津
軽
信
政
の
時
代
で
あ
る
。
信
政
は
、

新
田
開
発
や
治
山
治
水
と
い
っ
た
歴
代

藩
主
の
事
業
を
引
き
継
ぎ
、
こ
れ
を
成

し
遂
げ
た
藩
主
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

幕
府
に
届
け
て
い
る
四
万
六
千
石
よ
り

は
る
か
に
多
い
収
入
を
得
て
い
た
。
そ

の
額
は
莫
大
で
、
巷
間
三
十
万
石
と
も

五
十
万
石
と
も
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ

り
、
弘
前
藩
の
台
所
は
き
わ
め
て
潤
沢

で
あ
っ
た
。

　
富
裕
な
藩
主
は
北
の
果
て
に
あ
る
弘

前
に
高
い
文
化
の
流
入
を
望
ん
だ
の

か
、
藩
内
に
学
問
や
文
化
の
高
揚
を
奨

励
し
て
い
る
。
殊
に
美
術
品
に
は
強
い

関
心
を
持
ち
、
当
時
の
名
だ
た
る
美
術

後
藤
光
嘉 

夭
折
の
嫡
流

�

萩
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守（
刀
装
具
研
究
家
）

特
別
寄
稿

品
を
精
力
的
に
収
集
し
て
い
た
こ
と
は

周
知
の
事
実
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、

津
軽
家
旧
蔵
品
で
あ
っ
た
国
宝
指
定
品

を
は
じ
め
と
す
る
名
品
の
数
々
に
象
徴

さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
刀
装
具
に

お
い
て
も
、
弘
前
藩
主
の
地
位
と
財
力

を
も
っ
て
後
藤
宗
家
十
代
目
当
主
の
廉

乗
と
関
係
を
持
ち
、
当
然
な
が
ら
関
係

は
十
一
代
目
通
乗
に
受
け
継
が
れ
た
も

の
と
、
津
軽
家
の
所
蔵
品
か
ら
推
察
で

き
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
後
藤

家
に
お
け
る
数
々
の
名
品
が
津
軽
家
へ

と
集
ま
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
第
二
に
取
り
上
げ
る
作
品
は
、
偶
然

に
も
同
じ
犀
を
題
材
と
し
た
群
犀
図
小

柄
で
あ
る
。
こ
の
小
柄
は
赤
銅
地
に
銀

色
絵
仕
立
て
で
あ
る
が
、
あ
た
か
も
銀

無
垢
地
に
波
を
彫
っ
た
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
銀
色
絵
が
施
さ
れ
て
い
る
。
高
彫

り
さ
れ
た
五
疋
の
犀
は
、
赤
銅
の
漆
黒

色
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
、
銀
波
の
上
を

黒
々
と
し
た
犀
の
群
れ
が
躍
動
す
る
姿

を
的
確
か
つ
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
表
現
し

て
、
見
る
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

　
そ
の
技
術
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
構

図
、
落
ち
着
い
た
配
色
に
は
、
作
者
の

並
々
な
ら
ぬ
技
量
と
感
覚
の
良
さ
が
表

れ
て
い
る
。
こ
の
優
れ
た
腕
前
は
前
述

の
通
り
で
あ
り
、
廉
乗
・
通
乗
両
巨
匠

の
優
れ
た
作
品
と
比
べ
て
も
全
く
遜
色

が
な
い
。

　
ま
た
、
こ
の
小
柄
は
希
少
な
自
身
銘

と
い
っ
た
貴
重
な
作
品
で
あ
る
。
そ
の

自
身
銘
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
光
嘉

作
品
が
大
変
稀
少
の
た
め
に
基
準
と
な

る
も
の
が
見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

光
嘉
と
同
時
代
、
同
一
族
を
代
表
す
る

と
こ
ろ
の
程
乗
（
光
昌
）、
そ
の
子
の

悦
乗
（
光
邦
）、さ
ら
に
父
廉
乗
（
光
侶
）

の
銘
に
共
通
す
る
「
光
」
の
字
に
焦
点

を
当
て
て
比
較
検
証
し
て
み
る
と
、
ほ

ぼ
同
形
で
近
似
し
て
い
る
の
は
同
時
代

の
同
族
に
お
け
る
筆
体
に
関
連
性
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
裏
板
上
部
に
切
ら
れ
た
自
身

銘
も
類
例
は
少
な
い
が
、
父
廉
乗
の
作

品
に
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
も
是

認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
本
作

品
を
間
違
い
な
い
光
嘉
作
品
で
あ
る
と

思
料
す
る
次
第
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
光
嘉
自
身
銘
の
猫
掻
鑢
と

津
軽
家
旧
蔵
品
二
所
物
に
お
け
る
乗
賢

（
光
嘉
）
作
光
寿
極
小
柄
の
猫
掻
鑢
を

同
じ
角
度
か
ら
光
を
当
て
比
較
観
察
す

る
と
、
同
一
の
猫
掻
鑢
で
あ
り
、
双
方

共
に
光
嘉
の
作
品
と
し
て
納
得
で
き
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
猫

掻
鑢
は
同
時
代
に
お
け
る
後
藤
家
作
品

に
も
散
見
さ
れ
、
再
度
写
真
を
も
っ
て

説
明
す
る
と
、
先
々
代
の
程
乗
、
そ
の

子
光
邦
、
そ
し
て
父
廉
乗
に
も
多
々
見

受
け
ら
れ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
こ
こ
ま
で
た
ど
り
着
く
過

程
に
お
い
て
は
作
行
き
を
は
じ
め
と
し

て
、
材
質
や
作
り
込
み
の
良
否
、
花
押

の
形
状
な
ど
、
諸
々
の
箇
所
を
総
合
的

に
精
査
し
、
後
藤
家
の
優
れ
た
作
品
で

あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
あ
る
こ

と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

　
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
今
こ
こ
に
希

少
な
光
嘉
の
作
品
を
幸
い
に
も
比
較
し

な
が
ら
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

〈
出
典
〉

『
装
剣
奇
賞
』
稲
葉
通
龍

『
絵
本
た
か
ら
蔵
』
著
者
不
明

『
刀
装
小
道
具
銘
字
大
系
』
若
山
猛

光
嘉（
花
押
）

作
乗
賢 

光
寿（
花
押
）

小
柄
裏
上
部
に
位
置
す
る
自
身
銘
の
例

（
右
）光
嘉（
花
押
）

（
左
）後
藤
廉
乗（
花
押
）

「
光
」の
比
較
。（
右
か
ら
）程
乗
光
昌
・ 

廉
乗
光
侶
・
悦
乗
光
邦
・
乗
賢
光
嘉

同
時
代
に
お
け
る 

後
藤
家
の
猫
掻
鑢
の
比
較

光
嘉
と
乗
賢（
光
嘉
）の
同
一
猫
掻
鑢
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皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
付

き
合
い
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　
二
〇
二
四
年
は
、
源
氏
物
語
に
始
ま

り
源
氏
物
語
で
暮
れ
て
い
っ
た
。

　
大
河
ド
ラ
マ
「
光
る
君
へ
」
が
始
ま

り
、
美
術
館
の
展
観
は
源
氏
物
語
に
関

連
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

　
東
京
へ
の
出
張
先
の
際
に
は
、「
こ
れ

幸
い
」
と
毎
月
の
よ
う
に
あ
れ
こ
れ
鑑

賞
し
た
。
絵
巻
物
、
屛
風
、
蒔
絵
、
源

氏
物
語
に
ち
な
ん
だ
銘
の
茶
道
具
⋮
。

私
は
、
そ
の
世
界
に
惑
溺
し
て
い
た
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
、
夫
が
差
し
出
し
た

一
枚
の
チ
ラ
シ
。

　
そ
こ
に
は
、「
源
氏
物
語
を
原
文
で

読
む
セ
ミ
ナ
ー
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

第
一
回
は
、
明
日
で
は
な
い
か
！

　
次
の
瞬
間
、
私
は
も
う
電
話
を
か
け

て
申
し
込
み
を
し
て
い
た
。

　
正
直
、
古
典
文
法
が
苦
手
で
読
み
違

え
る
こ
と
も
あ
り
、
な
か
な
か
に
難
し

い
。
そ
れ
で
も
、
し
ぶ
と
く
読
み
、
今

更
な
が
ら
大
学
受
験
の
テ
キ
ス
ト
を
解

き
直
し
て
み
る
と
、
ぼ
ん
や
り
と
見
え

て
く
る
も
の
が
あ
る
。

　
翻
訳
は
、
与
謝
野
晶
子
、
円
地
文
子
、

谷
崎
潤
一
郎
、
瀬
戸
内
寂
聴
の
四
氏
の

も
の
を
読
ん
だ
。

　
し
か
し
、内
容
を
知
っ
て
い
る
の
と
、

原
文
を
読
む
と
い
う
の
は
別
物
で
あ
っ

た
。
ま
だ
ま
だ
、
真
に
物
語
の
中
に
入

り
込
め
て
な
か
っ
た
。
紫
式
部
の
視
点

と
い
う
も
の
を
知
ら
ず
に
い
た
。

　
講
義
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
、
先
生
や

他
の
受
講
生
と
登
場
人
物
や
紫
式
部
に

つ
い
て
語
り
合
い
、解
釈
を
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
に
、
思
い
知
っ
た
自
分
な
り

の
答
え
だ
っ
た
。

　
こ
こ
ま
で
き
た
ら
、「
ま
す
ま
す
原

文
を
読
み
、
原
文
で
考
え
な
さ
い
」
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　
も
は
や
、
惑わ

く

溺で
き

の
極
み
で
あ
る
。

　
大
河
ド
ラ
マ
は
終
わ
っ
た
の
だ
が
、

今
年
も
こ
の
格
闘
は
続
く
。

　
そ
う
、
延
長
戦
が
始
ま
っ
た
の
だ
。

　
池
田
広
司
氏
は
池
田
美
術
刀
剣
店

（
横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区
岩
井
町
三
三
）

の
二
代
目
で
、
先
代
の
演の

ぶ

次じ

氏
の
後
を

継
い
で
刀
剣
商
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
大
先
輩
で
す
。

　
先
代
が
令
和
四
年
に
他
界
さ
れ
た
の

を
機
に
、
同
年
、
公
益
財
団
法
人
日
本

美
術
刀
剣
保
存
協
会
に
重
要
美
術
品
の

刀
剣
二
振
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
太
刀
国
村
と
刀
無
銘
伝
義
景
で
、
こ

れ
ら
は
『
刀
剣
美
術
』
第
八
一
二
号
と

第
八
一
三
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
が
、

ど
ち
ら
も
素
晴
ら
し
い
刀
剣
で
す
。

　
寄
贈
さ
れ
た
経
緯
を
池
田
さ
ん
に
お

伺
い
し
た
と
こ
ろ
、
二
振
は
先
代
の
所

蔵
品
と
の
こ
と
で
、
相
続
を
機
に
皆
さ

ん
に
見
て
い
た
だ
い
た
方
が
い
い
し
、

ま
た
記
念
と
な
っ
て
残
る
か
ら
と
の
お

話
で
し
た
。

　
一
般
の
愛
刀
家
の
方
で
、
ご
親
族
で

興
味
の
あ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い

場
合
に
、
同
協
会
へ
の
寄
付
も
あ
る
お

話
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
ご
自
身
で
の

売
買
も
可
能
な
刀
剣
商
と
し
て
、
な
か

な
か
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
な
あ
と
感

服
し
ま
し
た
。

　
展
示
の
機
会
に
出
合
え
れ
ば
、
ぜ
ひ

拝
見
し
た
い
と
思
い
ま
す
。（大

平
岳
子
）

池
田
広
司
氏
、重
要
美
術
品
二
振
を
寄
贈

美
術
刀
剣
、
小
道
具
、
武
具
類
の

売
買
、
加
工
及
び
御
相
談
承
り
ま
す

大
阪
市
中
央
区
日
本
橋
二
–
七
–
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　○
六
–
六
六
三
一
–
二
二
一
○

Ｆ
Ａ
Ｘ

　○
六
–
六
六
四
四
–
五
四
六
四

刀
剣
古
美
術

三
峯
美
術
店

埼
玉
県
秩
父
市
野
坂
町
一
–
十
六
–
二

西
武
秩
父
駅
連
絡
通
路 

町
久
ビ
ル
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　○
四
九
四
–
二
三
–
三
○
六
七

Ｆ
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田 
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今
日
の
俺
の
行
き
先
は
パ
シ
フ
ィ
コ

横
浜
臨
港
公
園
。
研
師
の
是
沢
徳
昌
氏

に
会
い
に
行
く
。
氏
に
と
っ
て
十
二
回

目
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
ゴ
ー
ル
地
点

で
、
俺
は
氏
を
待
つ
。

　
よ
く
ぞ
、
こ
ん
な
健
康
志
向
の
人
が

わ
れ
ら
の
刀
剣
界
に
い
た
も
の
だ
。
学

生
時
代
に
陸
上
選
手
と
し
て
鳴
ら
し
た

か
、
と
思
い
き
や
、
四
十
歳
の
メ
タ
ボ

検
診
で
引
っ
掛
か
り
、
野
球
少
年
の
ご

長
男
と
走
り
始
め
た
の
を
き
っ
か
け

に
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
の
め
り
こ
ん
で

い
っ
た
と
い
う
。

　
そ
の
結
果
は
、
研
磨
時
の
不
自
然
な

姿
勢
で
体
に
出
る
痛
み
な
ど
も
改
善
さ

れ
て
い
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
現
在
、

三
時
間
三
十
分
台
！
の
ベ
ス
ト
を
筆
頭

に
、
五
十
歳
代
と
は
思
え
ぬ
タ
フ
な
記

録
を
打
ち
立
て
て
き
た
。

　
今
日
、
十
月
二
十
七
日
、
横
浜
マ
ラ

ソ
ン
も
三
時
間
五
十
分
で
完
走
。
こ
の

日
の
ト
ッ
プ
組
は
、
二
時
間
二
十
分
台

か
ら
三
十
分
台
の
学
生
選
手
や
実
業
団

の
エ
リ
ー
ト
ク
ラ
ス
。
三
時
間
台
の
氏

た
ち
は
、
そ
の
後
に
続
く
「
足
に
覚
え

あ
り
」
の
ク
ラ
ス
。
六
年
に
還
暦
を
迎

え
る
シ
ニ
ア
で
は
、
是
沢
選
手
は
マ
ー

ク
さ
れ
る
存
在
だ
。

　
そ
ん
な
氏
が
、
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
に
興
味
を
持
つ
の
は
ご
く
当
然
の
こ

と
。
短
期
間
で
そ
の
才
能
は
開
花
し
た

と
思
わ
れ
る
。
何
せ
、
五
十
歳
代
で
挑

ん
だ
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン･

ヒ
ル
ク
ラ

イ
ム
は
一
時
間
三
十
分
台
を
記
録
。
一

方
、二
昔
前
四
十
歳
代
の
俺
は
、同
コ
ー

ス
を
橋
本
聖
子
参
議
院
議
員
に
号
砲
を

撃
っ
て
も
ら
い
、
先
に
い
る
ら
し
い
長

野
五
輪
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
銅
メ
ダ
ル

の
岡
崎
朋
美
さ
ん
に
追
い
す
が
ろ
う
と

し
て
、
追
い
つ
け
な
い
一
時
間
四
十
二

分
で
の
ゴ
ー
ル
だ
。

　
愛
媛
県
内
子
町
出
身
の
是
沢
氏
は
、

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
の
永
山
光
幹

師
の
「
永
山
美
術
刀
剣
研
磨
研
修
所
」

に
入
所
し
、
三
品
謙
次
さ
ん
・
斎
藤
司

さ
ん
の
元
で
研
鑽
を
積
ん
だ
。

　
無
鑑
査
認
定
を
受
け
た
令
和
五
年

は
、
人
生
最
高
の
一
年
に
な
る
は
ず

だ
っ
た
が
、
そ
の
一
カ
月
後
の
七
月
に

自
転
車
の
練
習
中
落
車
、
鎖
骨
と
肋
骨

を
数
本
折
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
で
は
仕

事
ど
こ
ろ
の
話
で
は
な
い
。
現
在
、
家

族
か
ら
乗
車
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。

　
さ
て
前
編
は
こ
の
辺
ま
で
に
し
、
後

編
で
是
沢
さ
ん
の
落
車
と
、
俺
の
落
車

の
歴
史
、
そ
し
て
昨
秋
改
正
さ
れ
た
、

自
転
車
に
は
特
に
厳
し
い
道
交
法
。
二

人
で
考
え
る
安
全
走
行
を
、
皆
さ
ん
に

報
告
し
た
い
。

編

横
浜

再アンコール企画

是沢徳昌氏（左）とともに横浜にて

延
長
戦
が
始
ま
る

16

石
井 

理
子

筆
者
は
奈
良
県
在
住

﹃
刀
剣
美
術
﹄令
和
六
年
九
月
号
よ
り
転
載

重
要
美
術
品

　太
刀

　銘
国
村

　
去
る
十
二
月
十
一
日
、
台
北
市
の

東
呉
大
学
（
一
九
〇
〇
年
設
立
）
に

お
き
ま
し
て
、
公
益
財
団
法
人
日
本

刀
文
化
振
興
協
会
（
大
野
義
光
理
事

長
）
の
初
め
て
の
海
外
支
部
で
あ
る

台
湾
支
部
設
立
を
記
念
し
、
同
大
学

と
の
日
台
文
化
交
流
協
力
締
結

式
な
ら
び
に
記
念
展
開
幕
式
が

開
催
さ
れ
、
出
席
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
居
合
術
や
合
気
道
な
ど
武
道

の
盛
ん
な
台
湾
で
は
、
日
本
刀

に
関
す
る
関
心
も
高
く
、
今
回

の
台
湾
支
部
設
立
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

　
台
湾
の
武
道
関
係
者
や
日
台

文
化
交
流
協
会
の
方
々
と
の
懇

談
を
通
じ
、
日
本
刀
文
化
に
対

す
る
真
摯
な
気
持
ち
も
大
変
強

く
感
じ
、
あ
ら
た
め
て
日
本
刀

を
通
じ
て
わ
が
国
の
伝
統
文
化

を
正
し
く
伝
え
て
い
く
意
義
を
感
じ

ま
し
た
。

　
今
後
は
、
台
湾
に
お
け
る
日
本
刀

展
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
人

的
交
流
を
計
画
し
て
ま
い
り
た
く
存

じ
ま
す
。

報
告
●①

台
湾
支
部
を
設
立
︑
日
台
文
化
交
流
へ

報
告
●②

セ
ル
ビ
ア
共
和
国
で

「
日
本
サ
ム
ラ
イ
ア
ー
ト
展

~
日
本
刀
の
美
~
」を
開
催

　
東呉大学との調印式風景。右は渡邊喜雄専務理事

　
公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興

協
会
で
は
、
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
の
文

化
交
流
団
体
か
ら
の
要
請
に
応
え
、

十
一
月
一
日
~
三
日
、
首
都
ベ
オ
グ

ラ
ー
ド
市
内
に
あ
る
「
ル
ピ
ツ
ア
公

妃
の
館
」（
一
八
三
〇
年
建
築
）
に

て
「
日
本
サ
ム
ラ
イ
ア
ー
ト
展
~
日

本
刀
の
美
~
」
を
開
催
し
て
ま

り
ま
し
た
。

　
期
間
中
、
宮
入
小
左
衛
門
行

平
刀
匠
と
明
珍
宗
裕
刀
匠
に
よ

る
「
日
本
刀
講
座
」
も
大
好
評

で
、
地
元
の
少
年
・
少
女
た
ち

か
ら
の
活
発
な
質
問
が
印
象
的

で
し
た
。

　
地
元
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
も
大

き
く
取
り
上
げ
て
も
ら
い
、
予

想
を
上
回
り
、
展
観
に
は
三
日

間
で
一
六
〇
〇
名
も
の
皆
さ
ま

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
あ
ら
た
め
て

日
本
文
化
へ
の
関
心
の
高
さ
に
感
心

し
ま
し
た
。

　
多
く
の
方
々
か
ら
過
分
の
お
褒
め

の
言
葉
も
頂
戴
し
、
日
本
・
セ
ル
ビ

ア
両
国
の
文
化
交
流
の
一
端
を
担
え

た
意
義
あ
る
催
し
で
し
た
。

明珍宗裕刀匠（右）による日本刀講座

報
告
／
公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
事
務
局
高
森
邦
彦
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後
藤
四
郎
兵
衛
光
嘉
、
あ
ま
り
聞
か

な
い
名
前
で
あ
る
。

　
刀
装
金
工
の
後
藤
家
に
お
い
て
四
郎

兵
衛
の
名
跡
は
宗
家
歴
代
当
主
の
み
が

名
乗
れ
る
権
威
あ
る
名
跡
で
、
宗
家
の

座
に
就
い
た
人
物
は
各
時
代
に
お
い
て

刀
装
金
工
の
最
高
権
威
者
と
し
て
脚
光

を
浴
び
、
地
位
と
名
誉
を
保
持
し
て
い

た
。
し
か
し
、
長
い
後
藤
家
歴
代
の
中

で
四
郎
兵
衛
を
名
乗
り
な
が
ら
、
一
人

だ
け
当
主
の
座
に
就
け
な
か
っ
た
人
物

が
い
た
。
十
代
目
当
主
で
あ
る
廉
乗
の

嗣
子
と
し
て
生
ま
れ
、
四
郎
兵
衛
を
名

乗
り
な
が
ら
夭
折
の
た
め
に
当
主
の
座

に
就
け
ず
、
そ
の
名
も
忘
れ
去
ら
れ
て

し
ま
っ
た
人
物
、そ
れ
が
光
嘉
で
あ
る
。

　
後
藤
光
嘉
は
万
治
三
年（
一
六
六
〇
）

に
廉
乗
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
初
め

亀
市
、
そ
し
て
瀕
四
郎
と
名
乗
り
、
天

和
三
年
（
一
六
八
三
）
か
ら
宗
家
当
主

の
名
跡
で
あ
る
四
郎
兵
衛
を
名
乗
る
。

　
前
述
の
通
り
、
廉
乗
の
長
男
で
四
郎

兵
衛
と
い
う
名
跡
ま
で
継
い
だ
の
で
あ

る
か
ら
、
当
然
十
一
代
目
を
相
続
す
べ

き
人
物
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
惜
し
く
も

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
四
月
十
九
日

に
二
十
五
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
。

戒
名
を
隣
聖
院
乗
賢
居
士
と
い
い
、
乗

賢
と
追
号
さ
れ
て
い
る
。

　
稲
葉
通
龍
の
『
装
剣
奇
賞
』
に
は
、

廉
乗
の
項
に
「
お
と
な
し
く
大
様
な
る

所
あ
り
、
か
の
光
源
氏
の
物
語
を
よ

（
読
）
む
に
、
明
石
の
上
の
事
を
し
め

や
か
に
か
（
書
）
き
し
お
も
か
げ
（
面

影
）
と
も
い
（
云
）
は
ん
か
。
殊
に
弟

子
あ
ま
た
と
（
取
）
り
た
（
立
）
て
ら

れ
て
寿
も
長
か
り
し
故
、
此
作
多
く
残

れ
り
。

　
其
子
に
光
喜

〈
嘉
〉

と
い
（
云
）
ふ
あ
り
、

巧
み
に
し
て
名
人
の
い
さ
ほ
し
た
の

（
頼
）
も
し
か
り
し
に
夭
折
せ
ら
れ
て
、

其
作
今
至
て
稀
な
り
を
（
惜
）
し
む
べ

し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
往

時
の
斯
界
に
お
い
て
一
応
そ
の
名
と
存

在
が
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
作
品
が

希
少
で
あ
っ
た
こ
と
も
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
て
、
廉
乗

の
養
嗣
子
と
し
て
後
藤
仙
乗
の
三
男
、

光
雄
が
貞
享
元
年
十
一
月
十
五
日
、
二

十
一
歳
に
て
宗
家
に
入
籍
し
、
光
寿
と

名
を
改
め
た
。
元
禄
十
年（
一
六
九
七
）

七
月
に
は
宗
家
十
一
代
目
の
家
督
を
相

続
し
、
晩
年
に
な
っ
て
通
乗
と
名
乗
っ

た
。

　
さ
て
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
に

刊
行
さ
れ
た
『
装
剣
奇
賞
』
の
時
代
に

お
い
て
も
「
今
至
て
稀
な
り
」
と
記
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
光
嘉
の
作
品
は
往

時
も
数
少
な
く
、
研
究
も
ま
ま
な
ら
な

か
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
し
か
し
、
あ

り
が
た
い
こ
と
に
確
信
に
足
り
う
る
小

柄
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

こ
の
小
柄
を
基
に
考
察
し
、
光
嘉
作
品

特
定
の
糸
口
を
つ
か
ん
で
い
き
た
い
。

　
ま
ず
第
一
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
津

軽
家
旧
蔵
品
の
目
貫
と
小
柄
の
二
所
物

で
あ
る
。

　
目
貫
に
は
「
表
祐
乗
裏
顕
乗
代
金
参

枚
八
両
貞
享
元
年
七
月
七
日
後
藤
廉
乗

（
花
押
）」
の
折
紙
が
付
さ
れ
て
い
る
。

材
質
は
後
藤
家
で
は
珍
し
い
四
分
一
の

地
金
が
使
用
さ
れ
、
滅
金
と
い
う
工
法

も
後
藤
家
に
お
い
て
は
例
外
的
な
も
の

で
あ
る
が
、
古
雅
横
溢
た
る
作
品
は
初

代
祐
乗
の
手
に
な
る
も
の
と
し
て
後
藤

宗
家
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　
そ
の
片
目
貫
に
合
わ
せ
て
、
七
代
目

顕
乗
が
金
滅
金
擦
り
剝
が
し
工
法
に
て

裏
目
貫
を
見
事
に
彫
り
足
し
一
具
（
一

組
）
の
目
貫
と
し
て
完
成
さ
せ
た
。
こ

の
顚
末
を
知
っ
て
い
た
廉
乗
が
、
代
金

参
枚
八
両
の
折
紙
を
付
け
た
の
で
あ
る
。

　
折
紙
が
発
行
さ
れ
た
貞
享
元
年
は
光

嘉
が
没
し
た
年
な
の
で
、
こ
の
目
貫
を

父
廉
乗
が
扱
っ
て
い
た
様
子
を
、
光
嘉

は
生
前
に
見
知
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
こ
の
目
貫
を
手
本
と
し
て
光

嘉
が
小
柄
を
制
作
し
た
こ
と
も
、
画
題

や
作
り
込
み
か
ら
見
て
ほ
ぼ
確
実
視
し

て
よ
い
。
そ
し
て
、
こ
の
事
情
を
知
っ

て
い
る
光
寿
が
極
め
銘
を
施
し
た
の
で

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
た
っ
た
一
具
で
あ
っ

て
も
背
景
に
重
要
な
歴
史
が
あ
り
、
後

藤
家
内
部
で
行
わ
れ
た
一
連
の
図
式
？

に
関
わ
る
人
々
の
こ
と
を
、
あ
れ
こ
れ

推
考
し
て
思
い
を
馳
せ
る
と
、
興
味

津
々
た
る
も
の
が
あ
る
。

　
光
嘉
（
乗
賢
）
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ

た
小
柄
は
、
右
側
半
分
を
赤
銅
魚
子
地

に
し
て
陸
地
を
表
し
、
左
側
半
分
に
は

波
打
ち
際
と
、
そ
れ
に
連
な
る
動
き
の

波
濤
が
美
し
く
彫
ら
れ
て
い
る
。
右
側

に
は
金
色
絵
擦
り
剝
が
し
工
法
に
て
目

貫
に
合
わ
せ
た
一
疋
の
犀
を
配
し
て
お

り
、
そ
の
躍
動
す
る
姿
が
今
に
も
海
の

中
に
駈
け
込
ま
ん
と
す
る
一
瞬
を
的
確

に
彫
り
上
げ
て
い
る
。

　
裏
哺
金
に
施
さ
れ
た
猫
掻
鑢
は
、
江

戸
時
代
中
期
の
後
藤
家
作
品
、
す
な
わ

ち
程
乗
・
廉
乗
・
通
乗
が
好
ん
で
用
い

た
も
の
と
同
じ
手
法
で
あ
る
。

　
こ
の
小
柄
は
、
廉
乗
や
通
乗
の
傑
作

を
見
る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え

で
あ
り
、「
甚
巧
み
に
し
て
い
さ
ほ
し

た
の
（
頼
）
も
し
か
り
し
に
」
と
記
さ

れ
た
『
装
剣
奇
賞
』
の
意
味
が
、
こ
の

作
品
を
見
る
と
よ
く
理
解
で
き
る
。「
作

乗
賢
光
寿
（
花
押
）」
と
の
極
め
銘
に
、

光
嘉
が
全
て
を
制
作
し
た
も
の
で
あ

り
、
裏
に
施
さ
れ
た
猫
掻
鑢
も
も
ち
ろ

ん
光
嘉
が
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
作
品
に
切
ら
れ
た
極
め
銘
は
光

寿
が
宗
家
に
入
っ
て
か
ら
、
さ
ほ
ど
時

が
経
っ
て
い
な
い
頃
の
銘
振
り
で
、
い

ま
だ
廉
乗
の
影
響
が
色
濃
く
残
っ
て
い

る
。
こ
の
先
代
を
踏
襲
し
た
よ
う
な
通

乗
初
期
の
銘
振
り
は
、
流
暢
で
品
格
が

あ
り
、
中
後
期
の
銘
振
り
よ
り
も
伸
び

や
か
な
よ
う
に
思
え
る
の
だ
が
、
い
か

が
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
養
子
に
入
っ
て
間
も
な

く
の
光
寿
が
、
本
来
十
一
代
目
を
継
ぐ

べ
き
光
嘉
の
遺
作
に
銘
を
切
る
の
で
あ

る
か
ら
、
光
寿
と
し
て
も
思
い
一
入
で

あ
っ
た
こ
と
が
、
行
き
届
い
た
銘
振
り

か
ら
推
察
で
き
る
。
な
お
、
極
め
銘
と

い
っ
て
も
わ
ず
か
三
歳
違
い
の
、
そ
れ

も
養
父
廉
乗
の
長
男
で
あ
る
光
嘉
の
作

品
を
極
め
た
も
の
な
の
で
、
自
身
銘
と

同
等
の
信
憑
性
が
認
め
ら
れ
る
。

　
図
柄
は
霊
獣
の
犀
で
あ
る
が
、
こ
の

犀
は
往
々
に
し
て
同
じ
霊
獣
の
麒
麟
と

間
違
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
に
つ

い
て
『
絵
本
た
か
ら
蔵
』
に
は
詳
細
な

図
が
掲
載
さ
れ
、「
犀
は
海
の
け
だ
も

の
」
と
解
説
さ
れ
て
お
り
、
一
角
で
背

中
に
は
甲
羅
が
あ
る
。
そ
し
て
図
柄
と

し
て
は
水
の
流
れ
を
伴
う
も
の
が
多
い

と
い
っ
た
特
徴
を
把
握
で
き
れ
ば
簡
単

に
識
別
で
き
る
。

　
さ
て
廉
乗
は
、
後
藤
宗
家
に
伝
わ
っ

た
名
品
の
数
々
に
折
紙
を
付
し
て
津
軽

家
に
納
め
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
な
る

ほ
ど
津
軽
家
の
伝
来
品
を
見
る
と
、
廉

乗
と
若
い
こ
ろ
の
通
乗
（
光
寿
）
が
関

係
し
た
後
藤
家
の
作
品
群
が
数
多
く
納

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
二
所
物
も
こ
れ

ら
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
津
軽
家
と
後
藤
家
は
当
時
、
ど
の
よ

う
な
関
係
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
時
代
の
弘
前
藩
は
、
四
代
藩
主

津
軽
信
政
の
時
代
で
あ
る
。
信
政
は
、

新
田
開
発
や
治
山
治
水
と
い
っ
た
歴
代

藩
主
の
事
業
を
引
き
継
ぎ
、
こ
れ
を
成

し
遂
げ
た
藩
主
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

幕
府
に
届
け
て
い
る
四
万
六
千
石
よ
り

は
る
か
に
多
い
収
入
を
得
て
い
た
。
そ

の
額
は
莫
大
で
、
巷
間
三
十
万
石
と
も

五
十
万
石
と
も
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ

り
、
弘
前
藩
の
台
所
は
き
わ
め
て
潤
沢

で
あ
っ
た
。

　
富
裕
な
藩
主
は
北
の
果
て
に
あ
る
弘

前
に
高
い
文
化
の
流
入
を
望
ん
だ
の

か
、
藩
内
に
学
問
や
文
化
の
高
揚
を
奨

励
し
て
い
る
。
殊
に
美
術
品
に
は
強
い

関
心
を
持
ち
、
当
時
の
名
だ
た
る
美
術

後
藤
光
嘉 

夭
折
の
嫡
流

�

萩
原�

守（
刀
装
具
研
究
家
）

特
別
寄
稿

品
を
精
力
的
に
収
集
し
て
い
た
こ
と
は

周
知
の
事
実
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、

津
軽
家
旧
蔵
品
で
あ
っ
た
国
宝
指
定
品

を
は
じ
め
と
す
る
名
品
の
数
々
に
象
徴

さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
刀
装
具
に

お
い
て
も
、
弘
前
藩
主
の
地
位
と
財
力

を
も
っ
て
後
藤
宗
家
十
代
目
当
主
の
廉

乗
と
関
係
を
持
ち
、
当
然
な
が
ら
関
係

は
十
一
代
目
通
乗
に
受
け
継
が
れ
た
も

の
と
、
津
軽
家
の
所
蔵
品
か
ら
推
察
で

き
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
後
藤

家
に
お
け
る
数
々
の
名
品
が
津
軽
家
へ

と
集
ま
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
第
二
に
取
り
上
げ
る
作
品
は
、
偶
然

に
も
同
じ
犀
を
題
材
と
し
た
群
犀
図
小

柄
で
あ
る
。
こ
の
小
柄
は
赤
銅
地
に
銀

色
絵
仕
立
て
で
あ
る
が
、
あ
た
か
も
銀

無
垢
地
に
波
を
彫
っ
た
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
銀
色
絵
が
施
さ
れ
て
い
る
。
高
彫

り
さ
れ
た
五
疋
の
犀
は
、
赤
銅
の
漆
黒

色
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
、
銀
波
の
上
を

黒
々
と
し
た
犀
の
群
れ
が
躍
動
す
る
姿

を
的
確
か
つ
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
表
現
し

て
、
見
る
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

　
そ
の
技
術
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
構

図
、
落
ち
着
い
た
配
色
に
は
、
作
者
の

並
々
な
ら
ぬ
技
量
と
感
覚
の
良
さ
が
表

れ
て
い
る
。
こ
の
優
れ
た
腕
前
は
前
述

の
通
り
で
あ
り
、
廉
乗
・
通
乗
両
巨
匠

の
優
れ
た
作
品
と
比
べ
て
も
全
く
遜
色

が
な
い
。

　
ま
た
、
こ
の
小
柄
は
希
少
な
自
身
銘

と
い
っ
た
貴
重
な
作
品
で
あ
る
。
そ
の

自
身
銘
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
光
嘉

作
品
が
大
変
稀
少
の
た
め
に
基
準
と
な

る
も
の
が
見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

光
嘉
と
同
時
代
、
同
一
族
を
代
表
す
る

と
こ
ろ
の
程
乗
（
光
昌
）、
そ
の
子
の

悦
乗
（
光
邦
）、さ
ら
に
父
廉
乗
（
光
侶
）

の
銘
に
共
通
す
る
「
光
」
の
字
に
焦
点

を
当
て
て
比
較
検
証
し
て
み
る
と
、
ほ

ぼ
同
形
で
近
似
し
て
い
る
の
は
同
時
代

の
同
族
に
お
け
る
筆
体
に
関
連
性
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
裏
板
上
部
に
切
ら
れ
た
自
身

銘
も
類
例
は
少
な
い
が
、
父
廉
乗
の
作

品
に
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
も
是

認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
本
作

品
を
間
違
い
な
い
光
嘉
作
品
で
あ
る
と

思
料
す
る
次
第
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
光
嘉
自
身
銘
の
猫
掻
鑢
と

津
軽
家
旧
蔵
品
二
所
物
に
お
け
る
乗
賢

（
光
嘉
）
作
光
寿
極
小
柄
の
猫
掻
鑢
を

同
じ
角
度
か
ら
光
を
当
て
比
較
観
察
す

る
と
、
同
一
の
猫
掻
鑢
で
あ
り
、
双
方

共
に
光
嘉
の
作
品
と
し
て
納
得
で
き
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
猫

掻
鑢
は
同
時
代
に
お
け
る
後
藤
家
作
品

に
も
散
見
さ
れ
、
再
度
写
真
を
も
っ
て

説
明
す
る
と
、
先
々
代
の
程
乗
、
そ
の

子
光
邦
、
そ
し
て
父
廉
乗
に
も
多
々
見

受
け
ら
れ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
こ
こ
ま
で
た
ど
り
着
く
過

程
に
お
い
て
は
作
行
き
を
は
じ
め
と
し

て
、
材
質
や
作
り
込
み
の
良
否
、
花
押

の
形
状
な
ど
、
諸
々
の
箇
所
を
総
合
的

に
精
査
し
、
後
藤
家
の
優
れ
た
作
品
で

あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
あ
る
こ

と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

　
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
今
こ
こ
に
希

少
な
光
嘉
の
作
品
を
幸
い
に
も
比
較
し

な
が
ら
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

〈
出
典
〉

『
装
剣
奇
賞
』
稲
葉
通
龍

『
絵
本
た
か
ら
蔵
』
著
者
不
明

『
刀
装
小
道
具
銘
字
大
系
』
若
山
猛

光
嘉（
花
押
）

作
乗
賢 

光
寿（
花
押
）

小
柄
裏
上
部
に
位
置
す
る
自
身
銘
の
例

（
右
）光
嘉（
花
押
）

（
左
）後
藤
廉
乗（
花
押
）

「
光
」の
比
較
。（
右
か
ら
）程
乗
光
昌
・ 

廉
乗
光
侶
・
悦
乗
光
邦
・
乗
賢
光
嘉

同
時
代
に
お
け
る 

後
藤
家
の
猫
掻
鑢
の
比
較

光
嘉
と
乗
賢（
光
嘉
）の
同
一
猫
掻
鑢
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会期：12月13日㈮～3月23日㈰

■柏原美術館
　〒741-0081 山口県岩国市横山2丁目10-27　
　☎0827-41-0506　
　https://kashiwabara-museum.jp/

新春特別展
「大坂新刀─津田助広・井上真改」

　一関市の舞草（もくさ）という地域に居住し奥州藤
原氏のお抱え刀工であったと言われている刀鍛冶集団
が鍛えた刀を「舞草刀」と言います。今回は舞草集団
が作刀した奥州舞草刀（舞草・宝寿・月山）とみちの
くの名刀を中心に、諸国の名刀を22振展示します。ま
た特別展示として、名工として称される「藤四郎吉光」
を展示します。
会期：11月16日㈯～2月16日㈰

■北上市立鬼の館
　〒024-0321 岩手県北上市和賀町岩崎16地割131　☎0197-73-8488
　https://www.city.kitakami.iwate.jp/index.html

開館30周年記念企画展
「奥州舞草刀とみちのくの名刀」

会期：1月7日㈫～4月6日㈰

■本能寺大寶殿宝物館
　〒604-8091 京都市中京区寺町通御池下ル
　下本能寺前町522　☎075-231-5335
　https://www.kyoto-honnouji.jp/news.html

信長が愛した刀とその時代の刀剣展

　大野義光刀匠は国宝「山鳥毛」の写しを製作し、
本歌に迫る出来栄えと評されて以来、愛刀家の心を
捉えて離さない刀匠の一人となっています。「大野
丁子」とも呼ばれる華やかな重花丁子。大野氏のた
ゆまぬ探求心と惜しみない努力、そして類まれなる
技量により到達した世界です。日本橋三越本店では
初個展となる今回は、大野氏の巧みな技と精神性が
表現された太刀・脇指・短刀など優品の数々を展覧
します。
会期：2月5日㈬～2月10日㈪
　　　 2月8日㈯  午後２時より大野義光氏による

ギャラリートーク

■日本橋三越本店 本館６階 美術特選画廊
　〒103-8001 中央区日本橋室町1-4-1　☎03-3241-3311
　https://www.mistore.jp/store/nihombashi.html

作刀五十年 大野義光～華麗なる重花丁子の刃文

　日本では合戦の場面は、馬に跨る大将同士の名乗
りや弓矢の応酬から、時代とともに歩兵による集団
戦が中心となっていきます。春日大社には、国譲り
の武神としても古くから篤い信仰が寄せられまし
た。武家政権となる鎌倉時代からサムライたちが祈
りを込めて、御神前に捧げた、刀剣類や弓具・馬具
などを、使われている様子を描いた絵巻などととも
に展示します。
会期：12月21日㈯～3月30日㈰

■春日大社国宝殿
　〒630-8212 奈良県奈良市春日野町160　☎0742-22-7788
　https://www.kasugataisha.or.jp/museum_exhibitions/14641/

冬季特別展
「─春日大社に伝わる─侍の魂 弓馬と刀剣」

　
東
京
国
立
博
物
館
で
は
特
別
展
「
旧

嵯
峨
御
所
大
覚
寺
︱
百
花
繚
乱
御
所

ゆ
か
り
の
絵
画
︱
」
を
一
月
二
十
一
日

~
三
月
十
六
日
に
開
催
す
る
が
、
同
展

に
は
大
覚
寺
の
薄
緑
（
膝
丸
）
と
北
野

天
満
宮
の
鬼
切
丸
（
髭
切
）
も
同
時
展

示
さ
れ
る
。

　
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
、
読
売

新
聞
「
新
聞
教
室
」
刀
剣
講
座
の
ス
ペ

シ
ャ
ル
版
と
し
て
、
薄
緑
と
鬼
切
丸
を

中
心
に
、
源
氏
に
ゆ
か
り
の
刀
剣
に
つ

い
て
の
解
説
が
行
わ
れ
る
。

　
講
師
は
、
京
都
国
立
博
物
館
主
任
研

究
員
の
末
兼
俊
彦
さ
ん
。
二
月
八
日

（
土
）、
会
場
は
東
京
・
大
手
町
の
読
売

新
聞
東
京
本
社
三
階
。
詳
細
・
申
し
込

み
は
、
よ
み
う
り
カ
ル
チ
ャ
ー
大
手
町

ス
ク
ー
ル
へ
。https://www.ync.

ne.jp/otem
achi/kouza/2025

01-18089914.htm

末
兼
俊
彦
氏
の
日
本
刀
講
座

「
源
氏
に
ゆ
か
り
の
刀
剣
た
ち
」開
か
れ
る

　
五
十
歳
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
コ
ロ
ナ
禍

の
始
ま
る
前
ま
で
の
二
十
数
年
間
、
刀

剣
界
の
ゴ
ル
フ
仲
間
の
皆
さ
ん
と
、
親

睦
を
兼
ね
て
、
ほ
ぼ
毎
月
の
よ
う
に
ゴ

ル
フ
を
楽
し
ん
だ
。

　
夏
の
暑
い
時
期
に
は
、
八
ヶ
岳
で
の

プ
レ
ー
だ
。
高
原
な
の
で
、
全
く
暑
さ

は
感
じ
さ
せ
な
い
。
夜
空
も
素
晴
ら
し

か
っ
た
。
大
小
の
星
が
き
ら
め
き
、
ま

る
で
降
る
よ
う
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
西

の
空
か
ら
東
に
向
か
っ
て
、
大
河
が
流

れ
る
よ
う
に
、
壮
大
な
天
の
川
が
見
ら

れ
る
。
大
宇
宙
の
観
測
は
、
ま
さ
に
神

秘
の
体
験
だ
っ
た
。

　
寒
さ
の
一
番
厳
し
い
二
月
に
は
、
沖

縄
で
の
プ
レ
ー
だ
。
既
に
緋
寒
桜
が
咲

き
始
め
た
当
地
で
は
、
半
袖
の
出
で
立

ち
だ
っ
た
。

　
紫
陽
花
の
美
し
く
咲
く
時
期
に
は
い

つ
も
、
日
本
一
の
ゴ
ル
フ
場
と
言
わ
れ

る
川
奈
ゴ
ル
フ
場
で
の
プ
レ
ー
を
楽
し

ん
だ
。

　
早
朝
七
時
三
十
分
に
富
士
コ
ー
ス
を

ス
タ
ー
ト
し
、
午
前
中
に
一
ラ
ウ
ン
ド

を
終
え
る
。
起
伏
の
あ
る
雄
大
で
タ
フ

な
コ
ー
ス
を
、
全
ホ
ー
ル
歩
き
で
の
プ

レ
ー
だ
。か
な
り
の
体
力
が
必
要
だ
っ
た
。

　
昼
食
を
取
り
、
午
後
二
時
頃
か
ら
今

度
は
大
島
コ
ー
ス
の
プ
レ
ー
だ
。
こ
ち

ら
は
カ
ー
ト
で
回
る
の
で
、
比
較
的
楽

だ
っ
た
。
終
わ
る
の
は
い
つ
も
六
時
を

過
ぎ
て
い
た
。

　
翌
日
も
同
様
に
回
り
、
二
日
間
で
四

ラ
ウ
ン
ド
と
、
今
で
は
と
て
も
考
え
ら

れ
な
い
強
行
軍
で
あ
り
、
川
奈
ゴ
ル
フ

場
で
は
い
つ
し
か
話
題
の
メ
ン
バ
ー
と

な
っ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ゴ
ル
フ
場
の
予
約
か

ら
す
べ
て
を
長
年
に
わ
た
っ
て
深
海
理

事
長
に
お
世
話
に
な
り
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
二
十
数
年
間
の
楽
し
い
ゴ
ル
フ
の
思

い
出
は
、
私
の
大
切
な
宝
物
の
一
つ
で

も
あ
る
。

　
学
生
時
代
か
ら
喜
寿
を
迎
え
た
今
日

ま
で
、
日
本
刀
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

人
た
ち
に
助
け
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ

か
ら
は
健
康
に
留
意
し
て
、
少
し
で
も

刀
剣
社
会
に
ご
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と

考
え
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

ゴ
ル
フ
三
昧

冥
賀
吉
也

　

思い出の

記

　
靖
國
神
社
に
鎮
ま
り
ま
す
御
祭
神
の

遺
書
や
遺
品
を
は
じ
め
、
英
霊
の
み
こ

こ
ろ
や
事
績
を
今
に
伝
え
、
日
本
の
近

代
の
歩
み
を
示
す
史
資
料
な
ど
十
万
点

に
及
ぶ
貴
重
な
品
を
展
示
・
保
存
す
る

遊
就
館
。

　
明
治
十
五
年
の
設
立
か
ら
百
四
十
二

年
、
関
東
大
震
災
で
被
災
し
た
後
、
現

在
の
本
館
が
昭
和
六
年
に
再
建
さ
れ
て

か
ら
九
十
三
年
が
経
過
、遊
就
館
は
今
、

長
い
時
間
の
中
で
設
備
の
改
修
が
必
要

に
な
る
と
と
も
に
、
変
化
す
る
拝
観
者

へ
の
対
応
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
令
和
七
年
に
、
先
の
大
戦
終
結
よ
り

八
十
年
の
節
目
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

多
数
の
拝
観
者
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
常
設
展
示
の
保
全
管
理
設
備

を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
良

い
拝
見
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

第
一
期
の
改
修
工
事
を
行
う
こ
と

と
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
た
が
、

早
々
に
目
標
金
額
の
三
千
万
円
を

達
成
、
既
に
四
千
五
百
万
円
を
超

え
る
支
援
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
返
礼
品
の
中
で
も
特
に
人
気
を

集
め
た
の
が
、
刀
匠
が
玉
鋼
を
用

い
て
制
作
し
た
文
鎮
や
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
。
靖
國
刀
匠
の
作
風
を
基
に

鍛
刀
し
た
百
五
十
万
円
を
超
え
る

限
定
短
刀
に
も
直
ち
に
応
募
が

あ
っ
た
。

　
来
る
二
月
十
五
日
に
は
特
別
体
験

コ
ー
ス
「
刀
職
人
と
学
ぶ
日
本
刀
ツ

ア
ー
」
の
開
催
も
予
定
さ
れ
、
刀
剣
文

化
普
及
団
体
「
鉄
芸
」
の
メ
ン
バ
ー
、

刀
匠
の
石
田
國
壽
氏
、
研
師
の
藤
代
龍

哉
氏
、
鞘
師
の
森
井
敦
央
氏
、
全
国
刀

剣
商
協
同
組
合
理
事
の
刀
剣
商
飯
田
慶

雄
氏
ら
が
普
段
で
は
手
に
持
っ
て
拝
見

す
る
こ
と
が
難
し
い
靖
國
神
社
の
所
蔵

刀
剣
を
用
い
て
鑑
賞
会
を
行
い
、
刀
剣

文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
と
と
も

に
、
継
続
し
て
の
支
援
を
訴
え
る
。
詳

細
は
、

https://readyfor.jp/projects/
yasukuni-yushukan-01

靖
國
神
社
遊
就
館
改
修
に

刀
剣
界
か
ら
支
援

改修工事が進む遊就館

「お守り刀展覧会」優秀作品の展示
　全日本刀匠会が昨年開催した「第
17回お守り刀展覧会」で、全国の刀
匠・刀職者が出品した刀剣から選定
された優秀作品を展示します。三河
武士のやかた家康館、備前長船刀剣
博物館で巡回展示された作品です。
会期：3月5日（水）～ 10日（月）
　 3月5日14時からインスタライブ

あり（川﨑晶平刀匠）。
会場：横浜高島屋７階 美術画廊
　 〒220-8601 神奈川県横浜市西区

南幸1-6-31
　☎045-311-5111
　https://www.takashimaya.co.jp
写真は、上山陽三作（岡山県）脇指
銘 輝平　刃長38.6cm　（付）黒漆塗
鞘合口腰刀拵
総合の部：文部科学大臣賞、刀身の部：岡山県知事賞
外装の部：岡崎市長賞
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　「同
どう

田
だ

貫
ぬき

」は、肥後菊池氏のもとで活躍
した「延寿」の一派として戦国時代末期
に生まれた刀工集団です。初代正国は加
藤清正のもとで活躍し、その重厚かつ強
靭な作刀は、後年「兜割正国」の異名を
天下に轟かせます。江戸時代という泰平
の世が到来すると、同派もまた衰退の一
途を辿りますが、９代政勝とその子宗広らの尽力により、新々刀期を代表す
る刀工として復活を遂げました。
　本展では、正国による同田貫の興りから、政勝・宗広らによる再興と終焉、
そしてドラマやゲームなどで今なお注目され続ける同田貫の歴史について、
その作刀や刀工家に伝来する古文書群から概観します。
会期：11月24日㈰～2月2日㈰

■玉名市歴史博物館こころピア
　〒865-0016 熊本県玉名市岩崎117　☎0968-74-3989
　https://www.city.tamana.lg.jp/q/aview/456/946.html

どう だ ぬき

開館30周年特別展「よみがえる同田貫─豪刀の誕生とその再興─」

　本展は「刀剣乱舞」の仲間たちとともに、日本刀を
通して日本が現代に紡いできた技術や文化を「科学」
と「エンターテインメント」で楽しみながら学び、未
来へつないでいくことをコンセプトにした展覧会です。
　会場は５つの間（エリア）に分かれていて、日本刀
ができるまでを学んだり、本物の日本刀を観察したり、
剣術を体験したりと、エリアごとにさまざまなメニュー
を用意しています。さらに、東京会場で初お披露目し
た源義経の守り刀だったと伝承される名刀「今剣（い
まのつるぎ）」を想像して作刀した日本刀は大阪会場で
も展示します。
会期：1月23日㈭～2月16日㈰

■心斎橋オーパ ７階特設会場
　〒542-0086 大阪市中央区西心斎橋1-4-3　☎06-6244-2121
　https://www.toukenranbu-miraiten.jp/

特別展「刀剣乱舞で学ぶ 日本刀と未来展─刀剣男士のひみつ─」

　武士の時代において名刀は単に求めれば手に入るも
のではなく、所持者には刀に相応した「格」が求めら
れました。ゆえに刀は人そのものを表し、「もののふの
魂」となったのです。 後期展示は「名刀・美のひみつ」
と題し 、日本刀の鑑賞ポイントである「刃文」「地鉄」

「姿」の３つの要素から、名刀の美について迫ります。切れ味を保っため必
要不可欠である刃文、刀工の流派による個性が表れ、奥深い鉄の魅力を感じ
させる地鉄、刀の反りや切先といった形状の美しさなど、名刀の持つ姿の美
をご覧ください。
会期：12月11日㈬～3月2日㈰

■秋水美術館
　〒930-0066 富山市千石町1-3-6　☎076-425-570
　https://www.shusui-museum.jp/

日本刀物語Ⅱ（後期）

　鎬造りで反りのある美しい日本刀の姿が完成したの
は平安時代のことと考えられています。以降、現在に
至るまで、先の大戦後の一時期を除き、日本刀は約
1000年にわたり製作され続けてきました。1000年もの
間、日本刀の製作が続いてきたのは、常にその時代に
活躍していた刀匠が存在したからにほかなりません。
現在の国宝・重要文化財も、作られた当初は新作刀で
あったように、今まさに作り続けられている新作刀の
中にも未来の国宝・重要文化財となる作品があるかも
しれません。
　本展は、国内最大の現代刀匠たちの団体である全日
本刀匠会が設立されてから50年を迎える節目を記念し、1000年を経て現代へ
とバトンが受け継がれる日本刀の世界をご紹介します。
会期：4月4日㈮～5月26日㈪

■大阪歴史博物館
　〒540-0008 大阪市中央区大手前4-1-32　☎06-6946-5728
　https://www.osakamushis.jp/index.html

特別展「─全日本刀匠会50周年記念─日本刀1000年の軌跡」

　戦国武将の中でも特に有名な豊臣秀吉と徳川家康。
本展では、当館の収蔵品の中から秀吉・家康それぞれ
にゆかりのある刀剣を中心に展示します。主な展示品と
して、徳川家康伝来の重要文化財「太刀銘 備州長船住
景光 正和五年十月日」や、豊臣秀吉伝来の重要文化財「短
刀 銘 備州長船住長義 正平十五年五月日」などの貴重な名刀を鑑賞すること
ができます。刀剣の伝来や武将のエピソードとともにお楽しみください。
会期：1月11日㈯～3月16日㈰

■名古屋刀剣博物館 名古屋刀剣ワールド
　〒460-0008 愛知県名古屋市中区栄3-35-43
　https://www.meihaku.jp/

戦国武将ゆかりの刀剣

　慶長年間（1596～1615）を境に、それ以前に作られ
た刀剣を「古刀」、それ以降に作られた刀剣を「新刀」
と呼び習わしています。新刀は戦乱で荒廃した京都が
復興する過程で生まれ、その後、全国へと展開し、鎌
倉時代に次ぐ刀剣の黄金期を迎えました。この展示では新刀期の山城（京）
鍛冶の双璧をなす三品派と堀川派の名品を紹介します。華やかでエネルギッ
シュな新刀の魅力をご堪能ください。
会期：1月2日㈭～3月23日㈰

■京都国立博物館
　〒605-0931 京都市東山区茶屋町527　☎075-525-2473
　https://www.kyohaku.go.jp/jp/

特集展示
「新時代の山城鍛冶─三品派と堀川派─」

　刀剣の歴史は、古く縄文時代末期から弥生時代にかけて剣や鉾といった刀
剣類が登場しました。次の古墳時代には、現在見られるような鐔を付属する
大刀へと変遷し、刀剣の祖型が登場してきます。その後、平安時代初期には
直刀や剣などが主流となり、平安時代中末期には湾刀（いわゆる日本刀：現
在見られる刀剣）へと移り変わります。この時代以前に作られた刀剣を「上
古刀」と呼び、後に登場する刀剣（古刀・新刀・新々刀・近代刀・現代刀）
と区別されます。
　本展示では、弥生時代から現代に至る刀剣の変遷を紹介するとともに、発
掘から出た上古刀から当時の特徴にも迫ります。
会期：11月30日㈯～2月11日

■備前長船刀剣博物館
　〒701-4271 岡山県瀬戸内市長船町長船966　☎0869-66-7767
　https://www.city.setouchi.lg.jp/site/token/

テーマ展「進化する刀剣─1700年の歴史─」

　「名刀」の言葉でどんな刀を連想しますか？ 国宝や
重要文化財に指定された刀剣ですか？ 有名武将が所持
した刀剣ですか？ 展覧会常連の刀剣でしょうか？ 一方
で、あまり人目に触れる機会がなかった名刀もありま
す。文化財の指定は受けておらず、作者の名前もあま
り知られていない。あるいは長年人知れず蔵に眠っていたり、個人コレクター
が秘蔵していたなど。
　本展では主役級の名刀から、脇役になることが多い刀装具まで、魅力的な
作品をズラリと並べてご紹介。刀剣愛好家から、刀剣を初めてご覧になる方
まで、お気軽にお楽しみください。
会期：1月7日㈫～2月16日㈰

■佐野美術館
　〒411-0838 静岡県三島市中田町1-43　☎055-975-7278
　https://sanobi.or.jp/

名刀ズラリ

　日本刀は国内のみならず、世界中で高い評価をされ
ており、日本が誇る優れた伝統工芸品の１つです。本
展では、平安時代から江戸時代までの刀剣を展示しま
す。また、太刀や刀・脇指・薙刀・槍といった日本刀
の種類などの基礎的な知識や専門用語、鑑賞のポイン
トの紹介も通じて、初心者でも楽しめる日本刀の展覧会となっております。
会期：1月10日㈮～3月2日㈰

■燕市産業史料館
　〒959-1263 新潟県燕市大曲4330-1　☎0256-63-7666
　https://tim.securesite.jp/

企画展「刀剣の世界展」

会場によって休館日が異なります。事前に確認の上、お出かけください。
現下の状況で入場制限や、観覧するには予約を必要とする場合もありますので、
それぞれのホームページをご覧ください。

　公益財団法人日本美術刀剣保存協会の審査事業は、
日本刀の調査・保存を目的に昭和23年より行われてい
ます。現在では真偽鑑定等を主目的とする基本の保存
審査を第一義とし、より美術性の高い格付けを重視し
た審査として特別保存、さらには重要・特別重要といっ
た段階を設け審査を行っております。その中において重要審査は作品の正真
はもちろん、資料性や健全性も兼備した完成度の高い美術工芸品として国認
定の重要美術品に準ずる優作であることの指定であり、毎年欠かすことなく
審査は継続され今日に至っております。
　日本刀の高い品格と真摯なるくろがねの美を、そして刀装・刀装具に表れ
た工芸美の粋を心ゆくまでご鑑賞ください。
会期：1月11日㈯～2月24日

■刀剣博物館
　〒130-0015 東京都墨田区横網1-12-9　☎03-6284-1000
　https://www.touken.or.jp/museum/

第70回重要刀剣等新指定展



刀　剣　界令和7年1月15日発行 第71号

（9）

催 事 情 報

　「同
どう

田
だ

貫
ぬき

」は、肥後菊池氏のもとで活躍
した「延寿」の一派として戦国時代末期
に生まれた刀工集団です。初代正国は加
藤清正のもとで活躍し、その重厚かつ強
靭な作刀は、後年「兜割正国」の異名を
天下に轟かせます。江戸時代という泰平
の世が到来すると、同派もまた衰退の一
途を辿りますが、９代政勝とその子宗広らの尽力により、新々刀期を代表す
る刀工として復活を遂げました。
　本展では、正国による同田貫の興りから、政勝・宗広らによる再興と終焉、
そしてドラマやゲームなどで今なお注目され続ける同田貫の歴史について、
その作刀や刀工家に伝来する古文書群から概観します。
会期：11月24日㈰～2月2日㈰

■玉名市歴史博物館こころピア
　〒865-0016 熊本県玉名市岩崎117　☎0968-74-3989
　https://www.city.tamana.lg.jp/q/aview/456/946.html

どう だ ぬき

開館30周年特別展「よみがえる同田貫─豪刀の誕生とその再興─」

　本展は「刀剣乱舞」の仲間たちとともに、日本刀を
通して日本が現代に紡いできた技術や文化を「科学」
と「エンターテインメント」で楽しみながら学び、未
来へつないでいくことをコンセプトにした展覧会です。
　会場は５つの間（エリア）に分かれていて、日本刀
ができるまでを学んだり、本物の日本刀を観察したり、
剣術を体験したりと、エリアごとにさまざまなメニュー
を用意しています。さらに、東京会場で初お披露目し
た源義経の守り刀だったと伝承される名刀「今剣（い
まのつるぎ）」を想像して作刀した日本刀は大阪会場で
も展示します。
会期：1月23日㈭～2月16日㈰

■心斎橋オーパ ７階特設会場
　〒542-0086 大阪市中央区西心斎橋1-4-3　☎06-6244-2121
　https://www.toukenranbu-miraiten.jp/

特別展「刀剣乱舞で学ぶ 日本刀と未来展─刀剣男士のひみつ─」

　武士の時代において名刀は単に求めれば手に入るも
のではなく、所持者には刀に相応した「格」が求めら
れました。ゆえに刀は人そのものを表し、「もののふの
魂」となったのです。 後期展示は「名刀・美のひみつ」
と題し 、日本刀の鑑賞ポイントである「刃文」「地鉄」

「姿」の３つの要素から、名刀の美について迫ります。切れ味を保っため必
要不可欠である刃文、刀工の流派による個性が表れ、奥深い鉄の魅力を感じ
させる地鉄、刀の反りや切先といった形状の美しさなど、名刀の持つ姿の美
をご覧ください。
会期：12月11日㈬～3月2日㈰

■秋水美術館
　〒930-0066 富山市千石町1-3-6　☎076-425-570
　https://www.shusui-museum.jp/

日本刀物語Ⅱ（後期）

　鎬造りで反りのある美しい日本刀の姿が完成したの
は平安時代のことと考えられています。以降、現在に
至るまで、先の大戦後の一時期を除き、日本刀は約
1000年にわたり製作され続けてきました。1000年もの
間、日本刀の製作が続いてきたのは、常にその時代に
活躍していた刀匠が存在したからにほかなりません。
現在の国宝・重要文化財も、作られた当初は新作刀で
あったように、今まさに作り続けられている新作刀の
中にも未来の国宝・重要文化財となる作品があるかも
しれません。
　本展は、国内最大の現代刀匠たちの団体である全日
本刀匠会が設立されてから50年を迎える節目を記念し、1000年を経て現代へ
とバトンが受け継がれる日本刀の世界をご紹介します。
会期：4月4日㈮～5月26日㈪

■大阪歴史博物館
　〒540-0008 大阪市中央区大手前4-1-32　☎06-6946-5728
　https://www.osakamushis.jp/index.html

特別展「─全日本刀匠会50周年記念─日本刀1000年の軌跡」

　戦国武将の中でも特に有名な豊臣秀吉と徳川家康。
本展では、当館の収蔵品の中から秀吉・家康それぞれ
にゆかりのある刀剣を中心に展示します。主な展示品と
して、徳川家康伝来の重要文化財「太刀銘 備州長船住
景光 正和五年十月日」や、豊臣秀吉伝来の重要文化財「短
刀 銘 備州長船住長義 正平十五年五月日」などの貴重な名刀を鑑賞すること
ができます。刀剣の伝来や武将のエピソードとともにお楽しみください。
会期：1月11日㈯～3月16日㈰

■名古屋刀剣博物館 名古屋刀剣ワールド
　〒460-0008 愛知県名古屋市中区栄3-35-43
　https://www.meihaku.jp/

戦国武将ゆかりの刀剣

　慶長年間（1596～1615）を境に、それ以前に作られ
た刀剣を「古刀」、それ以降に作られた刀剣を「新刀」
と呼び習わしています。新刀は戦乱で荒廃した京都が
復興する過程で生まれ、その後、全国へと展開し、鎌
倉時代に次ぐ刀剣の黄金期を迎えました。この展示では新刀期の山城（京）
鍛冶の双璧をなす三品派と堀川派の名品を紹介します。華やかでエネルギッ
シュな新刀の魅力をご堪能ください。
会期：1月2日㈭～3月23日㈰

■京都国立博物館
　〒605-0931 京都市東山区茶屋町527　☎075-525-2473
　https://www.kyohaku.go.jp/jp/

特集展示
「新時代の山城鍛冶─三品派と堀川派─」

　刀剣の歴史は、古く縄文時代末期から弥生時代にかけて剣や鉾といった刀
剣類が登場しました。次の古墳時代には、現在見られるような鐔を付属する
大刀へと変遷し、刀剣の祖型が登場してきます。その後、平安時代初期には
直刀や剣などが主流となり、平安時代中末期には湾刀（いわゆる日本刀：現
在見られる刀剣）へと移り変わります。この時代以前に作られた刀剣を「上
古刀」と呼び、後に登場する刀剣（古刀・新刀・新々刀・近代刀・現代刀）
と区別されます。
　本展示では、弥生時代から現代に至る刀剣の変遷を紹介するとともに、発
掘から出た上古刀から当時の特徴にも迫ります。
会期：11月30日㈯～2月11日

■備前長船刀剣博物館
　〒701-4271 岡山県瀬戸内市長船町長船966　☎0869-66-7767
　https://www.city.setouchi.lg.jp/site/token/

テーマ展「進化する刀剣─1700年の歴史─」

　「名刀」の言葉でどんな刀を連想しますか？ 国宝や
重要文化財に指定された刀剣ですか？ 有名武将が所持
した刀剣ですか？ 展覧会常連の刀剣でしょうか？ 一方
で、あまり人目に触れる機会がなかった名刀もありま
す。文化財の指定は受けておらず、作者の名前もあま
り知られていない。あるいは長年人知れず蔵に眠っていたり、個人コレクター
が秘蔵していたなど。
　本展では主役級の名刀から、脇役になることが多い刀装具まで、魅力的な
作品をズラリと並べてご紹介。刀剣愛好家から、刀剣を初めてご覧になる方
まで、お気軽にお楽しみください。
会期：1月7日㈫～2月16日㈰

■佐野美術館
　〒411-0838 静岡県三島市中田町1-43　☎055-975-7278
　https://sanobi.or.jp/

名刀ズラリ

　日本刀は国内のみならず、世界中で高い評価をされ
ており、日本が誇る優れた伝統工芸品の１つです。本
展では、平安時代から江戸時代までの刀剣を展示しま
す。また、太刀や刀・脇指・薙刀・槍といった日本刀
の種類などの基礎的な知識や専門用語、鑑賞のポイン
トの紹介も通じて、初心者でも楽しめる日本刀の展覧会となっております。
会期：1月10日㈮～3月2日㈰

■燕市産業史料館
　〒959-1263 新潟県燕市大曲4330-1　☎0256-63-7666
　https://tim.securesite.jp/

企画展「刀剣の世界展」

会場によって休館日が異なります。事前に確認の上、お出かけください。
現下の状況で入場制限や、観覧するには予約を必要とする場合もありますので、
それぞれのホームページをご覧ください。

　公益財団法人日本美術刀剣保存協会の審査事業は、
日本刀の調査・保存を目的に昭和23年より行われてい
ます。現在では真偽鑑定等を主目的とする基本の保存
審査を第一義とし、より美術性の高い格付けを重視し
た審査として特別保存、さらには重要・特別重要といっ
た段階を設け審査を行っております。その中において重要審査は作品の正真
はもちろん、資料性や健全性も兼備した完成度の高い美術工芸品として国認
定の重要美術品に準ずる優作であることの指定であり、毎年欠かすことなく
審査は継続され今日に至っております。
　日本刀の高い品格と真摯なるくろがねの美を、そして刀装・刀装具に表れ
た工芸美の粋を心ゆくまでご鑑賞ください。
会期：1月11日㈯～2月24日

■刀剣博物館
　〒130-0015 東京都墨田区横網1-12-9　☎03-6284-1000
　https://www.touken.or.jp/museum/

第70回重要刀剣等新指定展
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–
８
３
３
５

Ｆ
Ａ
Ｘ

　０
３
–
６
２
０
６
–
１
７
６
０

西
垣  

皓
司

刀
剣
・
書
画
・
骨
董

株
式
会
社

和
敬
堂

新
潟
県
長
岡
市
柏
町
１
–
２
–
16

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
２
５
８
–
３
３
–
８
５
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

　０
２
５
８
–
３
３
–
８
５
１
１

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w
w
.w
akeidou.com

土
肥  

豊
久

土
肥  

富
康

〒
１
１
１
–
０
０
３
２

　台
東
区
浅
草
２
–
30
–
11

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ

　０
３
–
３
８
４
２
–
３
７
７
７

touken-yoshi/0.04@
docom

o.ne.jp

代
表
取
締
役

清
水  

儀
孝

㈱

晴
雅
堂
清
水

埼
玉
県
川
越
市
新
宿
町
１
–
９
–
13

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
４
９
–
２
４
９
–
０
７
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

　０
４
９
–
２
４
９
–
０
７
０
２

yukodo@
m
irror.ocn.ne.jp

川
越

　㈲
優
古
堂

三
浦  

優
子

や
し
ま

東
京
都
西
東
京
市
柳
沢
６
–
８
–
10

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
４
２
–
４
６
３
–
５
３
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

　０
４
２
–
４
６
３
–
７
９
５
５

齋
藤  

雅
稔

齋
藤  

久

銀
座

盛
光
堂

東
京
都
中
央
区
銀
座
８
–
11
–
14
盛
光
堂
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
３
–
３
５
６
９
–
２
２
５
１
㈹

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

https://w
w
w
.ginzaseikodo.com

齋  
藤     

恒

奈
良
県
無
形
文
化
財
保
持
者

（
月
山
日
本
刀
鍛
錬
道
場
・
記
念
館
）

〒
６
３
３
–
０
０
７
３

奈
良
県
桜
井
市
大
字
茅
原
２
２
８
–
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　０
７
４
４
–
４
２
–
３
２
３
０

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://gassan.info

月
山  

貞
利

髙
橋  

歳
夫

東
京
都
北
区
滝
野
川
７
–
16
–
６

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
３
–
５
３
９
４
–
１
１
１
８

Ｆ
Ａ
Ｘ

　０
３
–
５
３
９
４
–
１
１
１
６

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w
w
.prem

i.co.jp

髙
島

吉
童

代
表

刀
剣
・
小
道
具
・
鎧

刀
剣
杉
田

豊
島
区
池
袋
２
–
49
–
５

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
３
–
３
９
８
０
–
１
４
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ

　０
３
–
３
９
８
０
–
１
４
６
３

メ
ー
ル

　

info@
token-net.com

杉
田
侑
司

代
表

〒
８
６
９
–
２
６
１
２

熊
本
県
阿
蘇
市
一
の
宮
町
宮
地
４
３
７
５
–
１

携
帯

　０
９
０
–
３
０
７
８
–
４
０
４
４

笹
原  

俊
和

岐
阜
県
関
市
小
瀬
９
７
６
–
１

ア
・
ド
リ
ー
ム
星
が
丘
１
０
４

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
５
７
５
–
２
５
–
０
９
２
８

メ
ー
ル

　

onkatana@
d6.dion.ne.jp

平
井
隆
守

御
刀
研
磨
処
楽
屋

研
師

御
刀
研
磨
処
楽
屋
で
検
索

刀
剣・古
銭・切
手（
売
買
）

㈱
城
南
堂
古
美
術
店

東
京
都
目
黒
区
上
目
黒
４
–
31
–
10

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
３
–
３
７
１
０
–
６
７
７
６

Ｆ
Ａ
Ｘ

　０
３
–
３
７
１
０
–
６
７
７
７

携

　帯

　０
９
０
–
３
２
０
８
–
９
６
１
２

代
表

　田
中
勝
憲

〒
１
０
４
–
０
０
６
１

東
京
都
中
央
区
銀
座
６
–
７
–
16
岩
月
ビ
ル
２
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
３
–
３
２
８
９
–
１
３
６
６

Ｆ
Ａ
Ｘ

　０
３
–
３
２
８
９
–
１
３
６
７

メ
ー
ル

　

taibundo@
herb.ocn.ne.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

https://w
w
w
.taibundo.com

銀
座
日
本
刀
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

泰
文
堂

代
表

　川
島  

貴
敏

木
村
美
術
刀
剣
店

群
馬
県
高
崎
市
萩
原
町
４
８
４
–
１
０

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
２
７
–
３
５
２
–
１
５
９
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

　０
２
７
–
３
５
２
–
１
５
９
１

木
村  

義
治

〒
１
０
５
–
０
０
０
１

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
３
–
８
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
３
–
３
４
３
４
–
４
３
２
１

虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
駅
Ａ
出
口
す
ぐ

㈱
日
本
刀
剣

東
京
都
中
央
区
八
丁
堀
３
–
１
–
３
飯
野
ビ
ル
１
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
３
–
６
２
８
０
–
４
９
８
７

綱
取  

譲
一

代
表
者

も
ち
だ
美
術

さ
い
た
ま
市
中
央
区
上
落
合
１
–
９
–
４
–
４
４
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
４
８
–
８
５
５
–
４
７
９
２

持
田  

具
宏

服
部
美
術
店

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
３
–
５
–
12
・
２
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
３
–
３
２
７
４
–
５
１
７
０

美
術
刀
剣
、小
道
具
、武
具
類
の
売
買
、加
工
及
び
御
相
談
承
り
ま
す

大
阪
市
中
央
区
日
本
橋
２
–
７
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
６
–
６
６
３
１
–
２
２
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

　０
６
–
６
６
４
４
–
５
４
６
４

刀
剣・小
道
具

美
術
刀
剣
前
田

〒
５
７
７
–
０
８
２
６

大
阪
府
東
大
阪
市
大
蓮
北
２
–
14
–
５

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
９
０
–
９
６
２
１
–
８
１
９
６

前
田
幸
洋

店
主

美
術
刀
装
具
石
井

〒
６
３
９
–
２
１
６
３

奈
良
県
葛
城
市
八
川
１
４
９
–
９

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
９
０
–
６
２
３
６
–
８
０
４
２

石
井
理
子

赤
荻
刀
剣
店

茨
城
県
下
妻
市
下
妻
乙
１
７
２
の
５

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
２
９
６
–
４
４
–
２
６
４
３

赤  

荻     

稔

刀
剣
・
新
古
美
術
品

株
式
会
社

　宝古
堂
美
術

東
京
都
目
黒
区
上
目
黒
１
–
１
–
６

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
３
–
５
４
８
６
–
０
０
０
８

Ｆ
Ａ
Ｘ

　０
３
–
５
４
３
０
–
５
５
７
７

山
田
雄
一
郎

代
表
取
締
役

日
本
刀
販
売
買
取

有
限
会
社

葵
美
術

渋
谷
区
代
々
木
１
–
54
–
６

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
３
–
３
３
７
５
–
５
５
５
３

メ
ー
ル

　

info@
aoijapan.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w
w
.aoijapan.jp

鶴
田
一
成

代
表
取
締
役

株
式
会
社

　山
城
屋

東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
１
–
21
–
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
３
–
３
９
４
２
–
２
７
０
１

嶋
田
伸
夫

代
表
取
締
役

〒
１
３
４
–
０
０
８
８

東
京
都
江
戸
川
区
西
葛
西
６
–
13
–
14
丸
清
ビ
ル
３
Ｆ

Ｆ
Ａ
Ｘ

　０
３
–
６
４
５
６
–
０
８
７
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
３
–
６
４
５
６
–
０
８
８
９

松
本  

義
行

株
式
会
社

美
術
刀
剣
松
本

　代
表
取
締
役

　
　
　

株
式
会
社  

眞
玄
堂

〒
１
０
１
–
０
０
４
４

東
京
都
千
代
田
区
鍛
冶
町
１
–
７
–
17

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
３
–
３
２
５
２
–
７
８
４
４

Ｆ
Ａ
Ｘ

　０
３
–
３
２
５
１
–
１
４
１
９

メ
ー
ル

　

info@
sam
uraigallery.com

栃
木
県
小
山
市
乙
女
３
–
７
–
30

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
２
８
５
–
４
５
–
０
１
５
８

株
式
会
社  

丸
英
刀
剣

東
京
都
中
央
区
銀
座
７
–
13
–
22
友
野
ビ
ル
１
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
３
–
６
２
６
４
–
０
７
３
９

日

本

刀  

銀
座
丸
英

刀
剣
美
術

　㈲
静
心
堂

芦
澤  

一
幸

芦
澤  

淳

〒
２
７
２
–
０
８
２
６
千
葉
県
市
川
市
真
間
２
–
１
–
26

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ

　０
４
７
–
３
２
１
–
１
０
３
９

清
水
敏
行

武
蔵
国
一
の
宮・美
術
刀
剣・骨
董
品・居
合
道・古
式
銃
専
門
店

有
限
会
社
大
宮
清
水
商
会

〒
３
３
０
–
０
８
０
２
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
宮
町
３
–
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
４
８
–
６
４
４
–
３
４
７
７

Ｆ
Ａ
Ｘ

　０
４
８
–
６
４
７
–
７
４
３
４

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w
w
.surplusleopard.com

/

代
表
取
締
役

gallery

モリーナ令

陽々
youyou

刀装具・武具・古美術
山梨県北杜市長坂町中丸1712-7 

Tel. 0551-45-8113
 www.galleryyouyou.com

東
京
都
中
野
区
本
町
４
–
45
–
10

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ

　０
３
–
３
３
８
１
–
３
０
７
１

メ
ー
ル

　

info@
shoubudou.co.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

https://w
w
w
.shoubudou.co.jp

有
限
会
社

勝
武
堂

大
平  

岳
子

千
代
田
区
有
楽
町
２
–
10
–
１

　東
京
交
通
会
館
２
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
３
–
３
５
５
８
–
８
０
０
１

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w
w
.seiyudo.com

刀
剣
の
店

岡
山
市
北
区
田
町
１
–
１
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ

　０
８
６
–
２
２
７
–
４
１
８
８

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w
w
.t-touken.com

玉
山
名
史
刀

玉
山
祐
司
・
真
敏

深
海  

信
彦

東
京
都
中
央
区
銀
座
３
–
10
–
４

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
３
–
３
５
４
１
–
８
３
７
１

〒
１
７
０
–
０
０
１
１

東
京
都
豊
島
区
上
池
袋
１
–
13
–
12

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
３
–
３
９
１
７
–
１
８
４
２

広
井  

章
久

常
陸
美
術〒

３
１
１
–
３
４
３
３

茨
城
県
小
美
玉
市
高
崎
２
０
１
０
–
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
２
９
９
–
２
６
–
４
１
７
１

携

　帯

　０
８
０
–
１
１
０
７
–
７
０
９
２

Ｆ
Ａ
Ｘ

　０
２
９
９
–
２
７
–
０
９
６
３

メ
ー
ル

　

afro.ahoshi@
gm
ail.com

Ｕ
Ｒ
Ｌ

https://w
w
w
.hitachi-bijutsu.net

川
口     

博

虹
雅
堂
美
術
舗

〒
１
４
２
–
０
０
６
３

東
京
都
品
川
区
荏
原
２
–
17
–
13

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
３
–
３
７
８
１
–
６
５
８
２

笠
原  

泰
明

大
和
美
術
刀
剣

さ
い
た
ま
市
南
区
大
谷
口
５
２
７
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
４
８
–
８
７
５
–
２
１
２
２

大
西  

康
一

令和7年（2025）　謹 賀 新 年　本年もよろしくお願い申し上げます
掲載は申し込み順です

印刷／株式会社キタジマ


